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南部町告示第44号

平成20年第７回南部町議会定例会を次のとおり招集する。

平成20年８月20日

南部町長 坂 本 昭 文

記

１．期 日 平成20年９月５日

２．場 所 南部町議会議場

○開会日に応招した議員

植 田 均君 景 山 浩君

杉 谷 早 苗君 赤 井 廣 昇君

青 砥 日出夫君 細 田 元 教君

石 上 良 夫君 井 田 章 雄君

笹 谷 浩 正君 足 立 喜 義君

秦 伊知郎君 亀 尾 共 三君

塚 田 勝 美君 宇田川 弘君

森 岡 幹 雄君

○応招しなかった議員

な し
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平成20年 第７回（定例）南 部 町 議 会 会 議 録（第１日）

平成20年９月５日（金曜日）

議事日程（第１号）

平成20年９月５日 午前10時30分開会

日程第１ 会議録署名議員の指名

日程第２ 会期の決定

日程第３ 議事日程の宣告

日程第４ 諸般の報告

日程第５ 行政報告

日程第６ 報告第３号 平成19年度南部町公共下水道事業特別会計継続費精算報告書について

日程第７ 報告第４号 平成19年度健全化判断比率について

日程第８ 報告第５号 平成19年度資金不足比率について

日程第９ 報告第６号 法人の経営状況について

日程第10 報告第７号 平成19年度教育施策（事業）点検⋞評価の概要について

日程第11 議案第64号 平成19年度南部町一般会計歳入歳出決算の認定について

日程第12 議案第65号 平成19年度南部町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定につい

て

日程第13 議案第66号 平成19年度南部町老人保健特別会計歳入歳出決算の認定について

日程第14 議案第67号 平成19年度南部町住宅資金貸付事業特別会計歳入歳出決算の認定につい

て

日程第15 議案第68号 平成19年度南部町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について

日程第16 議案第69号 平成19年度南部町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定につい

て

日程第17 議案第70号 平成19年度南部町浄化槽整備事業特別会計歳入歳出決算の認定について

日程第18 議案第71号 平成19年度南部町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について

日程第19 議案第72号 平成19年度南部町介護サービス事業特別会計歳入歳出決算の認定につい

て

日程第20 議案第73号 平成19年度南部町墓苑事業特別会計歳入歳出決算の認定について
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日程第21 議案第74号 平成19年度南部町建設残土処分事業特別会計歳入歳出決算の認定につい

て

日程第22 議案第75号 平成19年度南部町水道事業会計歳入歳出決算の認定について

日程第23 議案第76号 平成19年度南部町病院事業会計歳入歳出決算の認定について

日程第24 議案第77号 平成19年度南部町在宅生活支援事業会計歳入歳出決算の認定について

日程第25 議案第78号 南部町議会の議員の報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正につい

て

日程第26 議案第79号 平成20年度南部町一般会計補正予算（第３号）

日程第27 議案第80号 平成20年度南部町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）

本日の会議に付した事件

日程第１ 会議録署名議員の指名

日程第２ 会期の決定

日程第３ 議事日程の宣告

日程第４ 諸般の報告

日程第５ 行政報告

日程第６ 報告第３号 平成19年度南部町公共下水道事業特別会計継続費精算報告書について

日程第７ 報告第４号 平成19年度健全化判断比率について

日程第８ 報告第５号 平成19年度資金不足比率について

日程第９ 報告第６号 法人の経営状況について

日程第10 報告第７号 平成19年度教育施策（事業）点検⋞評価の概要について

日程第11 議案第64号 平成19年度南部町一般会計歳入歳出決算の認定について

日程第12 議案第65号 平成19年度南部町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定につい

て

日程第13 議案第66号 平成19年度南部町老人保健特別会計歳入歳出決算の認定について

日程第14 議案第67号 平成19年度南部町住宅資金貸付事業特別会計歳入歳出決算の認定につい

て

日程第15 議案第68号 平成19年度南部町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について

日程第16 議案第69号 平成19年度南部町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算の認定につい

て
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日程第17 議案第70号 平成19年度南部町浄化槽整備事業特別会計歳入歳出決算の認定について

日程第18 議案第71号 平成19年度南部町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について

日程第19 議案第72号 平成19年度南部町介護サービス事業特別会計歳入歳出決算の認定につい

て

日程第20 議案第73号 平成19年度南部町墓苑事業特別会計歳入歳出決算の認定について

日程第21 議案第74号 平成19年度南部町建設残土処分事業特別会計歳入歳出決算の認定につい

て

日程第22 議案第75号 平成19年度南部町水道事業会計歳入歳出決算の認定について

日程第23 議案第76号 平成19年度南部町病院事業会計歳入歳出決算の認定について

日程第24 議案第77号 平成19年度南部町在宅生活支援事業会計歳入歳出決算の認定について

日程第25 議案第78号 南部町議会の議員の報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正につい

て

日程第26 議案第79号 平成20年度南部町一般会計補正予算（第３号）

日程第27 議案第80号 平成20年度南部町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）

出席議員（15名）

１番 植 田 均君 ２番 景 山 浩君

３番 杉 谷 早 苗君 ４番 赤 井 廣 昇君

５番 青 砥 日出夫君 ６番 細 田 元 教君

７番 石 上 良 夫君 ８番 井 田 章 雄君

９番 笹 谷 浩 正君 10番 足 立 喜 義君

11番 秦 伊知郎君 12番 亀 尾 共 三君

13番 塚 田 勝 美君 15番 宇田川 弘君

16番 森 岡 幹 雄君

欠席議員（なし）

欠 員（１名）
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事務局出席職員職氏名

局長 谷 口 秀 人君 書記 本 田 秀 和君

書記 加 藤 潤君

書記 田 村 志 乃君

説明のため出席した者の職氏名

町長 坂 本 昭 文君 副町長 藤 友 裕 美君

教育長 永 江 多輝夫君 病院事業管理者 三 鴨 英 輔君

総務課長 陶 山 清 孝君 財政室長 伊 藤 真君

企画政策課長 三 鴨 義 文君 地域振興統括専門員 仲 田 憲 史君

税務課長 米 澤 睦 雄君 町民生活課長 畠 稔 明君

教育次長 稲 田 豊君 病院事務部長 前 田 和 子君

健康福祉課長 森 岡 重 信君 建設課長 滝 山 克 己君

上下水道課長 松 原 秀 和君 産業課長 分 倉 善 文君

農業委員会事務局長 加 藤 晃君 監査委員 須 山 啓 己君

議長あいさつ

○議長（森岡 幹雄君） おはようございます。定刻になりましたので会議を開きたいと思います

が、その前に御報告申し上げます。

本日は、中海テレビの方から取材の申し入れを受けております。したがって、撮影を含めて許

可をいたしておりますので、まずもって御報告を申し上げます。

早速でございますけども、会議を開きたいと思います。

会議に先立ちまして、一言ごあいさつを申し上げます。

秋の気配が感じられますものの、まだまだ残暑が厳しい毎日でございます。議員各位におかれ

ましては、精力的に日常の活動をいただいておりますことを、心から御同慶に存ずる次第でござ

います。

平成２０年９月定例議会を開催するに当たりまして、一言ごあいさつを申し上げます。

去る８月開催されました北京オリンピックでは、男子平泳ぎや日本女子ソフトボールの金メダ

ル、フェンシングや陸上男子リレーの銅メダルなど、数多くの種目で国民の期待を受け、選手が

感動を与えてくれました。熱狂させられた大会であったというふうに思います。閉幕はいたしま
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したけれども、メダルという結果もさることながら、不幸にもその選手の実力が発揮できないま

ま不本意な結果になった選手もあったのも事実でございました。しかし、そのたゆまぬひたむき

な平素からの練習の成果を、あるいはそのための努力に改めて敬意を表したいと存じます。

さて、国会では突然、福田首相が退陣表明をなさいまして、それを受け自民党の総裁選挙、さ

らには国会が召集され、首班指名、新しい首相に基づきます組閣などの政治日程が急展開される

であろうという情勢でございます。一方、国民の懐ぐあいや、あるいは会社を含めた総合的な景

気対策や、あるいは食の安全でございますとか、まだまだ騒がれております後期高齢者医療制度、

年金問題、給油活動の継続の法案、新しくできました消費者庁の設置に関するもの。こういった

国民の生活にとって、重要な課題についての本格的な議論が始まるであろうということでござい

ますし、また国民生活を目線に置いたしっかりとした施策の展開が望まれるところでございます。

そういった中においての本９月定例会でございますけれども、本定例会におきましてはこれか

ら御決定をいただくわけでありますけれども、議運の方で御相談申し上げましたように、会期を

１５日間と予定をして上程をいたしたいと思います。平成１９年度の決算認定、さらには平成２

０年度の補正予算も若干提出がされますし、また条例改正の議案も審議をすることになるわけで

あります。そういった重要な議会でありますとともに、我々議員にとりましても任期最後の区切

りになります議会でもあるわけであります。議案の審議の過程で、町政に関してしっかりと議論

をいただきたいと思いますし、また一般質問などを通じて南部町の町づくりに向けた、真摯で活

発な政策論議がお願いできるだろうというふうに期待をいたしております。

９月定例会に向けて、冒頭に議長の方からお願いをする次第でございまして、これをもって、

開会のごあいさつにしたいと思います。どうも御苦労さまでございます。

町長あいさつ

○町長（坂本 昭文君） ９月定例会の開会に当たりまして、一言ごあいさつを申し上げます。

ことしの夏は、特に厳しい暑さの続いた夏でございましたけれども、議員各位には議員活動を

通じまして南部町の町政の発展に御尽瘁をいただきまして、厚くお礼を申し上げる次第でござい

ます。

この間、北京オリンピックもありまして、多くの感動を世界じゅうに与えたわけでございます。

そういう勇気や感動をまたいただきまして、秋に向かって頑張っていきたいということでござい

ます。よろしくお願いを申し上げたいと思います。

６月議会以降、何点か御報告を申し上げておきたいと思います。８月の５日の夜から６日にか
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けまして、東西町を中心にいたしまして断水がございました。大変な御迷惑をおかけいたしまし

て、改めましておわびを申し上げる次第です。これは諸木水源からの給水の切りかえ工事に伴う

ものでございまして、全く人為的なものでございます。大変御迷惑をおかけして申しわけござい

ませんでした。現在は完全に修復をいたしまして、ほぼ配水池満水状態の状態で給水を行ってお

るというように報告を受けております。

それから、８月の８日でございますけれども、巡回ラジオ体操を花回廊の方で行いました。１，

５００名以上の参加者をいただきまして、非常ににぎやかに盛大に開催していただきまして、大

変御協力に感謝を申し上げる次第であります。

それから、８月の２６日の未明でございます。午前３時過ぎだというぐあいに聞いております

けれども、会見地区の方で車２台を焼失する火災事件が発生をいたしております。原因は不明と

いうことでございますけれども、消防団６０名余の出動を得て事なきに至っておりますけれども、

車２台が焼失したという、こういう事件があったわけでございます。そういう御報告を申し上げ

ておきたいと思います。

６月議会以降、出生された方が１４人ございます。それから、お亡くなりになった方が３５人

ということで、人口は８月末で１万２，０３７人と微減状態でございます。それぞれの皆様方の

健やかな御成長と、そして心からなる御冥福を本議場を通じましてお祈りを申し上げたいと思い

ます。

本議会は、先ほど議長の方からもございましたように平成１９年度の各会計の決算、また平成

２０年度の一般会計補正予算など、合計１７議案を上程をいたしております。また、報告がこの

ほかに５件あるわけでございます。いずれにいたしましても非常に大切な議案でございますし、

また、任期最後の定例会ということでございまして、有終の美を飾りたいというように思ってお

ります。慎重御審議をいただきまして全議案とも御賛同賜り、御承認をいただきますよう、よろ

しくお願い申し上げまして、ごあいさつにかえます。

午前１０時３０分開会

○議長（森岡 幹雄君） 早速会議を開きたいと思います。

ただいまの出席議員数は１５人、全員であります。地方自治法第１１３条の規定による定足数

に達しておりますので、平成２０年第７回南部町議会定例会を開会いたします。

直ちに本日の会議を開きます。

⋞ ⋞
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日程第１ 会議録署名議員の指名

○議長（森岡 幹雄君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。

会議録署名議員は、会議規則第１１８条の規定により、次の２人を指名いたします。

１５番、宇田川弘君、１番、植田均君。

⋞ ⋞

日程第２ 会期の決定

○議長（森岡 幹雄君） 日程第２、会期の決定を議題といたします。

お諮りいたします。今期定例会の会期は、１５日間といたしたいと思いますが、これに御異議

ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（森岡 幹雄君） 御異議なしと認めます。よって、会期は、１５日間と決定いたしました。

⋞ ⋞

日程第３ 議事日程の宣告

○議長（森岡 幹雄君） 日程第３、議事日程の宣告を行います。

本日の議事日程は、お手元に配付の日程表のとおりであります。

⋞ ⋞

日程第４ 諸般の報告

○議長（森岡 幹雄君） 日程第４、諸般の報告を行います。

８月２０日に真壁議員から辞職願が提出され、閉会中でございましたので議長はこれを許可い

たしましたので、会議規則第９９条の規定により報告いたします。

なお、このことによります法に基づきます所定の処置をいたしたこともあわせて報告をしてお

きたいと思います。

⋞ ⋞

日程第５ 行政報告

○議長（森岡 幹雄君） 日程第５、行政報告を行います。

町長から報告を受けたいと思います。

町長、坂本君。

○町長（坂本 昭文君） 行政報告を行います。西部町村会では８月４日から６日まで、北海道上

川郡美瑛町と中川郡本別町を視察いたしました。その概要を御報告いたします。

美瑛町では、地域再生計画を研修いたしました。人口１万１，６００人、面積６７７平方キロ

－８－



で山林７０％、畑地が１５％の美しい農村風景で知られる町でございます。しかし、農業不振か

ら農用地総面積１万３，５００ヘクタールのうち、約１割の１，５００ヘクタールが遊休地で、

土地の有効活用が地域の大きな課題となっており、美瑛町農業農村再生構想を立てて取り組みを

進めております。

地域の課題を整理した中で、本計画策定における基本方針を２点まとめて整理しております。

一つは、現存する施設などの活用により農村の魅力を発信する。もう１点は、都市との交流によ

る地域経済活性化事業を推進するでございます。具体的には、１４校あった小学校が７校に減る

ほどの人口減少の中で、廃校を再利用して地域の活性化を図るということで、自然体験観光拠点

施設としての利用、美術館としての活用、農畜産物加工場としての廃校利用を計画しました。都

市との交流では、農業体験型の修学旅行の受け入れ、冬の観光振興対策としてスノーモービルや

犬ぞり体験などを企画し、年間を通じた受け入れ体制の整備に力を入れております。

このような取り組みの結果、交流人口の増加と滞在時間の拡大による経済効果として、日帰り

客１人当たりの消費金額が、４，０００円程度だったものを６，０００円までふやそうというこ

とでございますし、また体験メニューで宿泊客の１割程度の増加を見込みまして、合計で２４億

円から２６億４，０００万円と、２億円以上の伸びを見込むということでございます。

また、１０名程度の新規雇用を確保ということで、さらに小規模生産の加工を支援することで

農業地域のイメージアップと農産物のブランド化を図ることによって、安心⋞安全な農畜産物の

生産、普及、宣伝効果を見込みまして、農業の総生産額１２５億円から１０億円程度の上乗せを

もくろんでおるということでございます。

このような地域再生の取り組みを行うことによりましてメリットがあるわけでございます。一

つは、公共施設の転用に伴う地方債繰り上げ償還の免除でございます。２点目は、補助金で整備

された公立学校の廃校校舎などの転用の弾力化。３点目は、都市と農山漁村の共生⋞滞留に関す

る施策の連携強化として、所轄官庁が多岐にわたってる現状を各省の情報活用により、積極的な

事業展開を図ることができるようにすると。こういう３点の支援を受けると、計画をいたしてお

ります。

一方で美瑛町は、日本各地の町や村１１村で、日本で最も美しい村連合を主催し、その名を世

界にとどろかせ、年間１１０万人もの観光客の入り込みを実現し、地域再生を果たしつつあると

いうことでございます。

次に、本別町でございますけれども、第７回介護保険推進サミットを主催するなど、福祉の取

り組みの進んだ町として知られております。特に、認知症高齢者の支援では定評がございます。
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総面積は３９１平方キロで、約半分、５０％が山林。冬の寒さが特に厳しくて、年間の寒暖差

が６０度ございます。この風土を生かした農業振興として豆の生産に力を入れまして、日本一の

豆の町で内外に知られております。関連するしょうゆ、みそ、納豆、お菓子など、豆を利用した

特産品がたくさん開発されております。

人口は８，７００人、総世帯３，９００世帯、高齢化率３１％、ひとり暮らしの高齢者は４５

４人となっております。認知症でございますけれども、高齢者福祉計画の基本理念として、いつ

までも自分らしくを基本方向として、もの忘れ散歩のできるまちの推進施策を進めております。

例えば認知症高齢者支援をもちろん充実をする、尊厳を守る仕組みづくりの推進、この２点を、

介護保険事業や福祉施策を上手に組み合わせて取り組んでおるということでございます。

さまざまな特徴的な取り組みがございます。特に、感心をいたしましたのは、やっぱり介護劇

での理解の促進、それから保険事業での啓発活動というようなことが特徴的でございまして、全

部で１２点ほどございますけれども、時間の関係でこれは省略させていただきます。いろいろな

取り組みがなされておりますけれども、多面的に全面的に、また症状に応じたきめ細かな対応で、

認知症になっても安心して散歩のできる町を目指しておるということでございます。

また、地域資源の行く末とネットワークづくりは欠かせない課題でございまして、やすらぎ支

援員の養成やフォローアップの研修、はいかい高齢者ＳＯＳネットワークへの登録者の募集など

を行っておりますけれども、一方で、情報提供や情報管理のあり方について問題もあって、今後

の検討課題となっておるということでございます。さまざまな角度から取り組んでおりますけれ

ども、一人一人を見ると、本人の思いが必ずしもかなえられているとは言えない状況もあるとの

反省もなさっておられまして、本人の視点に立った地域づくりを協働して取り組む必要性を訴え

ておられました。

結局、認知症高齢者は、家族や親族などに任せても尊厳を守って人生を全うすることは不可能

でありまして、今後の地域づくりの中で、認知症になっても安心して暮らせる地域づくりの視点

を入れておく必要性を強く実感したところでございます。

以上、行政視察の御報告といたします。

⋞ ⋞

日程第６ 報告第３号

○議長（森岡 幹雄君） 進行いたします。日程第６、報告第３号、平成１９年度南部町公共下水

道事業特別会計継続費精算報告書についてを行います。

町長から報告を求めます。
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上下水道課長、松原君。

○上下水道課長（松原 秀和君） 上下水道課長です。

報告第３号、平成１９年度南部町公共下水道事業特別会計継続費精算報告について。

地方自治法施行令第１４５条第２項の規定により、継続費精算報告書を次のとおり報告するも

のでございます。

これは公共下水道の処理場の建設を１８年度と１９年度、２カ年にわたりまして実施をしてま

いったものでございます。補助金の制度が補助金から交付金に変わったということで、申請時で

交付金が当初予定しておりました額で入ってくるということから、そのものを次年度に繰り越し

をし、１９年度予定をしておりました事業を実施したものでございます。

全体計画といたしましては、１８年度に１億４，３５５万４，０００円、１９年度に５，２０

０万円、計１億９，５５５万４，０００円の事業を予定をいたしておりました。財源の内訳等に

ついては記載をしておるとおりでございます。

実績といたしまして支出済み額、１８年度、１億６５７万２，０００円、そのうち国、県支出

金が６，２１５万円、地方債４，３１０万円、その他１，６７７万円、一般財源が１，５４５万

５，０００円の減額でございます。１９年度は、支出済み額は８，８９８万２，０００円、国、

県支出金２，７９６万５，０００円、地方債３，６５０万円、一般財源が２，４５１万７，００

０円でございます。これは繰り越しの交付金を、ひもつきでございますが一般財源ということに

したものでございます。全体で、支出済み額１億９，５５５万４，０００円、国、県支出金が９，

０１１万５，０００円、地方債７，９６０万円、その他１，６７７万７，０００円、一般財源９

０６万２，０００円でございます。

比較といたしましては記載をしておるとおりでございますので、よろしくお願いをいたします。

以上、報告をいたします。

○議長（森岡 幹雄君） ただいまの報告について、質疑がございましたら特に許可したいと思い

ますが、ございますか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（森岡 幹雄君） ないようでありますので、進行いたします。

⋞ ⋞

日程第７ 報告第４号 及び 日程第８ 報告第５号

○議長（森岡 幹雄君） 次に、日程第７、報告第４号、平成１９年度健全化判断比率について及

び日程第８、報告第５号、平成１９年度資金不足比率についてを一括報告を受けたいと思います。
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町長から報告を求めます。

総務課長、陶山君。

○総務課長（陶山 清孝君） 総務課長でございます。

報告第４号、平成１９年度健全化判断比率について。

地方公共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項の規定により、平成１９年度決算に基

づく健全化判断比率を次のとおり報告するものでございます。

お手元に、平成１９年度健全化判断比率及び資金不足比率を説明しました資料がございますの

で、これに基づきまして指標について御説明いたします。

１、健全化判断比率について。平成１９年度決算に基づき健全化判断比率を算定した結果、い

ずれの指標についても早期健全化基準を下回りました。実質赤字比率、それから連結実質赤字比

率、これは南部町に赤字があるのかないのかという指標でございますが、両指標とも黒字でござ

いまして、実質赤字比率はマイナス３．９１％、黒字の３．９１％、連結実質赤字比率はマイナ

ス１５．５８でございますので、黒字の１５．５８％ということで指標を下回っております。そ

れから、実質公債費比率、将来負担比率は南部町の借金、借金について将来どうなのか、または

今現在どうなのかということでございますが、実質公債費比率は１７．２％、将来負担比率は１

６０．８％、右側にあります早期健全化基準は、実質公債費比率では２５％、将来負担比率は３

５０％でございますので、両基準ともクリアするものでございます。

裏側をめくっていただけますでしょうか。財政健全化法についての参考として説明をしており

ますので、健全化法についての概要を説明いたします。

平成１９年６月に、地方公共団体の財政の健全化に対する法律が公布されました。地方公共団

体は毎年度、健全化判断比率を監査委員の監査に付した上で議会に報告するとともに、住民に対

して公表することが義務づけられました。

各地方公共団体は、健全化比率により健全段階、早期健全段階、そして財政再生段階の３つの

段階に区分され、早期健全化段階や財政再生段階になった場合には、それぞれのスキーム、スキ

ームというのは枠組みを伴った計画、この場合でいえば改善計画というぐあいに読んでいただけ

ますでしょうか。それぞれの改善計画に従って財政健全化を図ることとなるわけでございます。

なお、指標の公表は平成１９年度決算から、財政健全化計画の策定の義務づけは平成２０年度

決算から適用となるものでございます。

続きまして、資金不足比率について御説明いたします。これは報告第５号でございまして、該

当する条文が法律の第２２条第１項の規定ということで号数を変えております。先ほどの資料で
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続けて説明させていただきます。

資金不足比率について。平成１９年度決算に基づき資金不足比率を算定した結果、いずれの指

標についても経営健全化基準、これは２０％でございますが、を下回りました。具体的には資金

不足は発生しておりませんので、資金不足比率はなしということになります。ここに書いており

ます会計、すべてにおいて資金不足は発生しなかったということを御報告しまして、報告といた

します。

○議長（森岡 幹雄君） ただいまの報告に対して、質疑はございませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（森岡 幹雄君） ないようでありますので、これをもって質疑を終結いたします。

⋞ ⋞

日程第９ 報告第６号

○議長（森岡 幹雄君） 日程第９、報告第６号、法人の経営状況の報告についてを行います。

町長からその報告を求めます。

南部土地開発公社の関するもの。

企画政策課長、三鴨君。

○企画政策課長（三鴨 義文君） 平成１９年度西伯郡南部町土地開発公社の経営状況を御報告い

たします。

平成１９年度の新規事業は、カントリーパーク用地取得事業の附帯事業としてミトロキリサイ

クルセンター、建設残土処分場ですが、を開設し、建設残土の受け入れを行っております。１９

年度実績としまして、センター開所可能日数１６４日に対して、残土搬入日数１１２日でセンタ

ー稼働率６８％となり、１万５，７６０．８立米の残土の受け入れを行いました。受け入れ可能

残土量２２万立米の約７．２％でございます。

継続事業としましては、アクロ用地取得とカントリーパーク用地取得の償還を行いました。ア

クロ用地は償還期間９年、これは１８回返済でございます。カントリーパーク用地は償還期間５

年、１０回返済でございます。平成１９年度は各２回の返済をいたしました。アクロ用地は平成

２５年に償還終了予定で、残り１０回の返済を、カントリーパーク用地は平成２４年に償還終了

予定でございまして、残り８回の返済を予定しております。

用地の保有状況は、アクロ用地の５，２０２平米と、カントリーパーク用地９万８４０平米と

なっております。

なお、平成１９年度における決算状況ですが、損益の部で総収入４，８７９万２，３２３円に
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対する総支出は５，１１９万９，９３０円、差し引き２４０万７，６０７円の赤字となっており

ます。これはミトロキリサイクルセンターの開設に伴う初期工事等の投資が、搬入残土量を上回

ったためでございます。また、残土搬入についても各方面との調整⋞協議により、９月から７カ

月間の搬入となったために、計画搬入量に届かなかったことも要因でございます。キャッシュフ

ローを念頭に置きながら、適時適正で合理的な発注を心がけ、できるだけ内部留保金を使用しな

いように努力していきます。

今後も公有地の拡大の推進に関する法律を遵守し、引き続き経費削減に努め、健全な財務運営

に心がけ、各種事業の円滑な推進を図ってまいります。

決算関係資料は別添のとおりでございますので、ごらんいただきまして説明は省略させていた

だきます。

以上、報告といたします。

○議長（森岡 幹雄君） 続いて、地域振興会について。

産業課長、分倉君。

○産業課長（分倉 善文君） 産業課長でございます。引き続き、法人の経営状況について御報告

申し上げます。

平成１９年度財団法人南部町地域振興会の経営状況の御説明を申し上げます。

１ページ目でございますが、平成１９年度財団法人南部町地域振興会事業報告でございます。

１、収支総括。平成１９年度は指定管理者制度導入後２年目となり、初年度の実績を踏まえ、

多方面でよりレベルの高い事業運営を目指して、改善⋞改革に取り組んだ年度となりました。年

度開始前の３月には、緑水園本館の大改修、浴室棟の増設などにより、お客様により快適に御利

用いただける施設に生まれ変わりました。今後の一層の高齢化をにらんでエレベーターや身障者

トイレの設置などバリアフリー化が図られ、法事や老人会の利用促進といった高齢者利用に対す

る有効な施設改修でありました。また、営業面でも事業所への営業活動など、十分とは言えない

までも外部営業にも取り組み、一定程度の成果は上がったものと感じております。

以下、四半期ごとの状況でございますので省略をいたしまして、２ページの後段から。

以上、各四半期ごとの売上高、損益の状況を述べてきましたが、この一年は、あらわれた数字

以上に財団の事業活動を取り巻く環境の悪化が顕著に感じられる一年間でもありました。

この環境の変化では、まず個人消費の低迷が上げられます。宴会等の客数の減少が見られるこ

とと、客単価の低下傾向が見られることです。個人所得の伸び悩み、食料品、燃料、公共料金等

の値上がりや先高観により、地域の個人の実質可処分所得が低下し消費マインドが低迷、レジャ
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ーに区分される当財団の利用にしわ寄せが来ていることは想像にかたくないところであります。

次に、企業業績の悪化が上げられます。忘⋞新年会を初めとして、祝賀会、歓送迎会などが極

端に減少しました。特に、地元の建設会社を初めとした中小企業にこの傾向が顕著で、従来と余

り変わらない利用がある県外大手の地元支店等とのギャップが大きくあらわれた年となりました。

競合関係に目を転じると、当施設の類似施設や温泉旅館、ホテルともに経営破綻や事業閉鎖が

相次いだ年でもありました。地域経済の縮小の影響を受け、旅館、宿泊施設にとっては、非常に

難しい経営判断を迫られる状況が当分の間は続くであろうと思われます。

このような環境下、当財団としては料理や接客の質の向上により業界内地位、店格の向上、外

部営業活動の実施、林間学校等での岡山地区への営業など新たな顧客の獲得、また各種購入品の

価格動向の調査や５万円以上の対外部契約に３社見積もりの導入など、売り上げの確保と仕入れ

原価や一般管理費の上昇抑制を図りました。さらに、当年度はふれあい市や地元の方々からの食

材調達に力を注ぎ、加工高の向上にも積極的に取り組みました。

その結果として、純売上高１億４，３７９万円とありまして５８８万円の増、税引き前当期利

益６４１万円で７０万円の減、税引き後利益４４８万円で２９万円の減という、当初予算には及

ばないものの、ほぼ前年並みの数値を残すことができたことは努力の成果であると感じておりま

す。

２、各施設の状況でございますが、売上高の状況は平成１８年度の小計１億３，７４７万７，

０００円でございます。平成１９年度が１億４，３７９万円で６３１万３，０００円の増になっ

ております。

４ページ目でございますが、利用状況につきましては記載のとおりでございます。

あと、各施設の状況が４ページ、５ページに載っております。

６ページ目をごらんいただきたいと思います。貸借対照表でございますが、資産の部、流動資

産、現預金でございます。２，７９６万１，５８７円。売掛金１９２万４，１８０円でございま

して、資産の合計が３，０３４万８，５００円になっております。負債の部でございますが、流

動負債の中で売掛金が３４９万３，０９４円、未払い金８９７万８，０８８円、未払い消費税１

６６万３，０００円となっておりまして、負債の合計が１，６０９万７，４８２円でございます。

資本の部は、資本金が５００万円、繰越利益剰余金が９２５万１，０１８円になっております。

当期純利益４４７万７，８０１円で、負債⋞資本合計が３，０３４万８，５００円でございます。

７ページ目でございますが、前年⋞予算対比損益計算書でございます。

平成１９年度の決算額を申し上げます。主なものを申し上げます。純売上高１億６，５２６万
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９，０８３円、そのうちの売上高１億４，３８２万４，１４４円でございます。指定管理料が２，

１４７万９，０５２円になっております。売上原価でございますが４，９９８万３，７０２円で

ございます。そのうち商品仕入れ高が６３１万５５円、飲食材料仕入れ高が４，２１６万６，４

４３円になっております。その下の販売費及び一般管理費が１億９３１万４，７７１円でござい

まして、これは次の８ページに内訳がございますので、後でごらんください。営業利益が５９７

万６１０円になっております。営業外収益が１０１万９３４円、営業外費用が５４万４４３円で

ございます。経常利益６４４万１，１０１円でございます。税引き前当期利益６４４万１，１０

１円、法人税等充当額が１９６万３，３００円でございます。当期利益４４７万７，８０１円に

なっております。

８ページ目は、先ほど申し上げました一般管理費の内訳になっておりますので省略をいたしま

す。

引き続き、平成１９年度財団法人南部町農村振興公社の経営状況を御説明申し上げます。

１ページ目、平成１９年度事業報告。

１、農作業の受託及び委託に関する事業。実施内容。水稲作業、大豆作業及びソバ作業の作業

受託、及び必要に応じて担い手への採択を行っております。実施時期につきましては、記載のと

おりでございます。作業の量でございますが、耕うんが委託全体１３．６ヘクタールでございま

して、そのうち公社が受託９．２ヘクタール、再委託が４．４ヘクタールというぐあいになって

おりまして、あとは記載のとおりでございます。

２番目、食材供給受託事業。実施内容は、町内の公共施設、給食センター、ゆうらく、祥福園、

西伯病院に地元産の食材を供給するに当たり、その事務面を受託し、農家の負担軽減を行ってお

ります。事業計画、実施内容でございますが、年間を通じて食材の受注、発注及び食材代金の請

求、支払いについて経理を行っております。

３ページ目でございますが、貸借対照表でございます。資産の部、流動資産、現金預金１６５

万８０５円でございます。未収金５２万４，１６０円でございます。流動資産の合計が２１７万

４，９６５円でございます。２番目、固定資産でございますが、基本財産が１，０００万円でご

ざいます。特定資産につきましては、退職引き当て預金が２３１万８，８２０円、減価償却引き

当て預金が１，１８２万６，７１７円でございます。その他の固定資産につきましては車両運搬

具が３１７万１，２４１円になっております。資産の合計が２，９８７万３，３８３円でござい

ます。

負債の部、流動負債の中の未払い金が１８５万４，７４５円でございます。未払い法人税が５
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万円でございまして、流動負債の合計が１９４万６，６８１円になっております。その下のⅢの、

正味財産の部でございますが、正味財産１，０００万円ということでございます。一般正味財産

が４７８万１，１６５円になっております。正味財産の合計が２，５６０万７，８８２円でござ

いまして、負債及び正味財産の合計が２，９８７万３，３８３円になっております。

続きまして、４ページ目でございます。収支計算でございますが、主なものを申し上げます。

まず、基本財産運用収入でございますが、３万３，０７６円でございます。事業収入が１，０２

４万７，３１７円でございます。その下の方でございますが、補助金の収入１８０万円、雑収入

が２万６，１６３円で、収入の合計が１，２１０万６，５５６円になっております。支出の方で

ございますが、事業費支出が５５６万９，８９１円になっております。その下の方の管理費支出

が３６５万４，３０２円でございます。

５ページ目でございますが、事業活動支出の計でございます。１，１４８万４，１９３円でご

ざいまして、事業活動収支差額が６２万２，３６３円でございます。当期収支差額が６２万２，

３６３円でございまして、前期の繰り越し収支差額が△３９万４，０７９円でございましたので、

次期繰り越し収支差額が２２万８，２８４円でございます。

６ページ目は、財産目録でございまして、これの正味財産の合計の内訳になっておりまして、

合計が２，５６０万７，８８２円でございます。

計算書類については記載のとおりでございます。

それから、８ページでございますが、貸借対照表の中のそれぞれの項目の勘定科目の内訳にな

っておりますので、ごらんいただきたいと思います。

続きまして、平成１９年度南部⋞伯耆地域振興株式会社の経営状況について御説明をいたしま

す。

営業報告ということで、２月から始まって１月で終わりますけれども、各月の分は省略をいた

しまして、２ページの後段から。

暖冬で雪が少なかったことにより、２月、３月は対前年を上回るよい傾向にありました。しか

し、日差しの少ないゴールデンウイーク、夏の猛暑、寒い晩秋と、気候にはかなり左右されまし

た。また、１０月には和牛共進会がありましたが、全くと言ってよいほどお客様がありませんで

した。

特に、４月中旬に開かれたチューリップフェスティバルでは、対前年を上回るお客様があり、

このままゴールデンウイークによい傾向で向かうと思われましたが、４月下旬からのゴールデン

ウイークは前２日間だけよく、５月に入ってからは天候も悪く、ゴールデンウイークでは前年に
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比べて約８，０００人減でありました。中旬以降も天候には恵まれず、結果、５月は約１万２，

０００人減となりました。８月には一転、猛暑により対前年５，０００人減、１０月には和牛共

進会が行われ、共進会にお客様をとられた状況となりました。１１月は初旬に紅葉のピークを迎

えましたが、中旬以降に一気に寒くなり、雪はないものの寒い日が多くなりました。

書き入れどきの５月と１０月の和牛共進会の影響は大きく、天候が回復した１１月初旬の秋の

紅葉や雪が少なかった１２月のクリスマスイルミネーションなどで少しは盛り返したものの、入

園者は昨年に比べて５，０００人減の３７万２，０００人となりました。これが花回廊の状況で

ございます。

一番最後の方の４ページに利用状況が、お客様の状況がございます。とっとり花回廊の報告は、

今申し上げましたとおりでございまして、特産センター野の花につきましては、１９年度は５万

２，２４２人でございまして、前年に比べて２，６０９人の減でございます。

また、もとに返っていただきまして、２の１のページをお開きいただきたいと思います。貸借

対照表でございますが、これは平成２０年１月３１日現在でございます。資産の部、流動資産１，

４７２万８，００６円でございます。現金が４８万５，１１０円、預金が１，３４６万９，７２

８円でございます。下の固定資産でございますが１１４万９，１０６円でございます。有形固定

資産が１１４万２，６０６円でございます。あとは、記載のとおりでございまして、資産の部の

合計が１，５８７万７，１１２円になっております。

負債の部でございますが、流動負債が６５４万９，７３５円でございます。短期借入金が５０

０万円、未払い金が９７万２，３３２円、未払い法人税が１８万１，５００円でございます。負

債の部の合計が６５４万９，７３５円でございます。

純資産の部でございますが、株主資本が９３２万７，３７７円でございまして、資本金が１，

２５０万でございます。利益剰余金が△３１７万２，６２３円でございます。繰越利益剰余金△

１，１１７万２，６２３円でございます。純資産の部の合計が９３２万７，３７７円で、負債⋞

純資産の合計が１，５８７万７，１１２円になっております。

隣の損益計算書でございますが、主なものを申し上げます。売上高は、それぞれ合計をいたし

ますと２，１８１万７，１７６円でございます。売上原価は８４４万７，５０７円でございまし

て、売上総利益１，３３６万９，６６９円でございます。販売費及び一般管理費につきましては

１，８２７万２，１５４円でございまして、はぐったところに内訳がございます。後でごらんく

ださい。営業利益が△４９０万２，４８５円でございます。営業外収益が４７７万１，０７８円

でございます。営業外費用が４万６，６２６円で、経常利益△１７万８，０３３円でございます。
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税引き前当期純利益△１７万８，０３３円、法人税及び住民税１８万１，５００円でございます。

当期純利益△３５万９，５３３円になっております。

はぐっていただきましたところに、先ほどの一般管理費の内訳が載っております。

３ページは売り上げ状況でございます。ちょっと見にくくてまことに申しわけございません。

４ページが利用状況でございます。

以上、報告をいたします。よろしくお願いをいたします。

○議長（森岡 幹雄君） 以上、４件についての報告を終わりますが、特に質疑はございますか。

〔質疑なし〕

○議長（森岡 幹雄君） ないようでありますので、これをもって質疑を終結いたします。

以上で、法人の経営状況の報告を終わります。

⋞ ⋞

日程第１０ 報告第７号

○議長（森岡 幹雄君） 日程第１０、報告第７号、平成１９年度教育施策（事業）点検⋞評価の

概要についてを行います。

町長から報告を受けます。

教育長、永江君。

○教育長（永江 多輝夫君） 報告第７号、平成１９年度教育施策（事業）点検⋞評価の概要につ

いて。

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２７条第１項の規定により、教育施策、点検⋞評

価の概要報告書を別添のとおり議会に提出するものであります。

報告書の概要について御説明を申し上げます。本報告書の提出は、先ほど述べました関係法令

がこのたび改正されたことによるものであります。平成１９年度の教育施策につきましては、報

告書１ページに記載いたしております教育行政の基本方針に基づき、５つの主要施策をその柱と

して実施いたしました。施策全般につきましては、教育委員会機能の充実⋞強化、信頼される学

校づくりの推進、社会教育の振興の３つの分野から成る、合計２６本の主要課題を設定し、具体

的な事業に取り組んだところであります。

事業ごとの点検⋞評価につきましては、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄの４段階評価といたしておりますので

御確認ください。

また、教育委員につきましては、毎月開催いたします定例会議のほか、記載のとおりでござい

ます。
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なお、個別事業の実施状況につきましては、決算監査資料を御参照いただきたいというぐあい

に思っております。

主要施策の点検⋞評価につきまして、若干の教育長としての所見を述べ、報告とさせていただ

きます。

まず、南部町教育支援センターさくらんぼの開設についてであります。南部町発足以来、学校

教育の最重要課題として取り組んでまいりました不登校対策について、本センターは開設以来、

延べ６５０人、実人数は６名でございます。の通級者及び延べ２０３件の相談、教育相談に対応

することができ、不登校の解消に大きな成果があったと考えております。

次に、地域協働学校の指定推進についてであります。年度半ばに西伯小学校、法勝寺中学校、

南部中学校、それぞれにおいて運営協議会が立ち上がり、推進体制が整備されました。今年度中

の指定に向け、具体的な取り組みが開始されたことは大きな前進であったと考えております。

次に、３番目の西伯給食センターの調理業務委託の実施についてであります。年度当初は現場

での連携、調整に戸惑いもあったようでありますが、その後は相互の信頼関係が構築され、極め

てスムーズに業務が遂行されたと認識いたしております。このことによって食育という新たな現

代的課題に学校栄養職員が的確に対応し、一定の成果につながることを期待をしているところで

あります。

４番目には、学校教育施設の耐震補強並びに老朽改修事業の計画的実施についてであります。

西伯小学校につきましては、平成１８年度の耐震補強工事に引き続き教室棟の屋根改修工事、会

見小学校につきましては、後ろ校舎の耐震補強計画の策定をいたしました。特に、平成２３年度

までの年度別事業内容について、一定の見通しができたことは大きな前進でありました。

５番目に、町立図書館ネットワークの構築についてであります。このことによって県内公立図

書館や町内小⋞中学校との横断検索が可能となったほか、インターネットを活用したウェブ予約

もスタートし、図書館教育の一層の推進や図書館のある町づくりに向けての環境整備に、大きな

成果であったと認識をいたしております。

また、３月定例議会におきまして、南部町教育の日条例を制定していただきましたことは、今

後さらなる南部町教育の振興を図る上で極めて意義深いものであり、お礼を申し上げたいと思い

ます。

成果があったことばかりを御報告しているようでございますが、事業別にごらんいただきます

と計画どおりにいかなかったものも少なくありません。あわせて学校教育、社会教育ともに次年

度以降、取り組まなければならない課題が山積いたしております。参考にしていただければと、
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平成２０年度の取り組みもあわせて記載をいたしておりますので御参照いただき、御指導賜りま

すことをお願い申し上げ、報告書の概要説明とさせていただきます。

○議長（森岡 幹雄君） ただいまの報告に対して、特に質疑はございますか。

〔質疑なし〕

○議長（森岡 幹雄君） ないようでありますので、これをもって質疑を終結いたします。

⋞ ⋞

日程第１１ 議案第６４号 から 日程第２７ 議案第８０号

○議長（森岡 幹雄君） お諮りいたします。この際、日程第１１、議案第６４号、平成１９年度

南部町一般会計歳入歳出決算の認定についてから、日程第２７、議案第８０号、平成２０年度南

部町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）までを一括して議案の提案説明を受けたいと

思いますが、これに御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（森岡 幹雄君） 御異議なしと認めます。よって、日程第１１、議案第６４号から日程第

２７、議案第８０号までを一括提案説明を受けたいと思います。

町長から提案理由の説明を求めます。

総務課長、陶山君。

○総務課長（陶山 清孝君） 総務課長でございます。それでは、平成１９年度の一般会計歳入歳

出の決算について御説明いたします。

その前に、まず資料をおそろえくださいませ。まず、議案書でございます。それから、白く印

刷しました歳入歳出決算書、これでございます。もう１点、Ａ３の縦長でございますが、平成１

９年度決算資料。この資料３点によりまして説明します。よろしゅうございますでしょうか。

それでは、議案第６４号を御説明いたします。平成１９年度南部町一般会計歳入歳出決算の認

定について。

地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成１９年度南部町一般会計歳入歳出決算を別紙

監査委員の意見をつけて議会の認定に付するものでございます。

白い表紙の決算書、まず一番最初に９５ページ、実質収支に関する調書をお開きください。あ

わせて決算資料の１ページ目、１枚めくっていただき、表紙をめくっていただきますと南部町一

般会計の決算の状況というものがございます。これについて御説明させていただきます。

まず、実質収支でございますが、９５ページにございますように最終決算、５番の実質収支額

は１億６，８１０万４，６４７円の黒字となったことを、まず御報告いたします。
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Ａ３縦の大きな紙の方を見ていただけますでしょうか。決算状況の上段から御説明いたします。

平成１９年度南部町一般会計の決算額は、歳入６２億２，４６３万７，７６５円、歳出６０億５，

５９９万６，０１８円で……（サイレン吹鳴）続けさせていただきます。形式収支は１億６，８

６４万１，７４７円となりました。この形式収支から、明許繰り越し等に係る翌年度に繰り越し

すべき財源５３万７，１００円を差し引いた実質収支は、１億６，８１０万４，６４７円の黒字

になったものでございます。この額から、前年度の実質収支を差し引いた単年度収支は５，９６

２万８，３４３円の黒字となりました。当該単年度収支に財政調整基金への積立額を加算し、財

政調整基金の取り崩し額を差し引いたものに繰り上げ償還金を加算して求めた実質単年度収支は、

１億３，０４５万６，１０５円の黒字になったものでございます。

以下、歳入決算額、歳出決算額を１９年度、１８年度比較しております。決算状況の中段あた

りに一般会計の歳入決算、歳出決算の昨年度との比較の欄を見ていただけますでしょうか。一般

会計は歳入決算、先ほど申しましたように６２億２，４６３万７，７６５円でございました。昨

年度は６０億５，５９９万６，０１８円でございましたので、差し引き……（発言する者あり）

失礼しました、歳出決算でございまして、差し引き、一般会計は１億６，８６４万１，７４７円

の黒字ということになったものでございます。

めくっていただきまして、歳入の状況から御説明いたします。

歳入状況を御説明する前に、決算書の一番最初、１ページと２ページの部分を開いていただけ

ますでしょうか。こちらでございます、白い分でございます。まず、不納欠損の額を御説明いた

します。町税の不納欠損額、右２ページの真ん中上段でございます。７６０万５，１２７円。そ

れから下段、下から４行目、分担金及び負担金の部分、これは保育料の不納欠損でございます。

５９万７，６６０円。以上を計上いたしまして、４ページ下段を見ていただけますでしょうか。

不納欠損額の１９年度決算額は８２０万２，７８７円を計上したものでございます。収入未済額

の計はその右側、７，５１０万８，８９７円でございました。

それでは、もう一度Ａ３の大きな紙に戻っていただきまして、千円単位でかいつまんで平成１

９年度、そして１８年度の決算との比較によりまして御説明をさせていただきます。

一般会計歳入の状況でございます。町税、一番上段の町税でございますが、１９年度決算額Ａ

という項目でございます。９億６，２１２万円、１８年度の決算額は８億７，４７２万９，００

０円でございましたので、８，７３９万１，０００円、増減率１０％の増でございます。これは

所得税から住民税の税源移譲によりました伸びでございます。

次の項目としまして、２つ飛ばして財産収入がございます。財産収入は、１９年度決算が９，
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３８１万３，０００円、１８年度が３，１３３万８，０００円で、増減額が６，２４７万５，０

００円、１９９．４％の大幅な増になっておりますけれども、これは町有地貸し付け収入４，２

９２万１，０００円。これはリアルティーへの貸し付けや、それから下にありますＩＲＵ契約、

ＣＡＴＶのケーブルを中海への貸付金が入ってくることによって大幅に伸びたものでございます。

以上の自主財源の小計が真ん中どころにございまして、平成１９年度の自主財源は１５億４，６

４６万３，０００円、１８年度に対しまして２億９，８１４万１，０００円、１６．２％の減と

なりました。

依存財源の説明をいたします。地方譲与税でございますが、これは税源移譲によりまして地方

譲与税は下がっております。９，１２５万３，０００円になりまして、対前年４９．１％の減と

なりました。株式譲渡所得等、地方消費税交付金、ゴルフ場利用税交付金、それから自動車取得

税交付金等は社会的な動向、景気に影響を及ぼすものでございまして、このあたりも減となって

おります。

国庫支出金を申し上げます。国庫支出金につきましては、１９年度、３億２７万３，０００円、

前年が３億８，８８６万４，０００円でございまして、２２．８％の減でございました。主なも

のとしましては、合併市町村補助金１，８５８万４，０００円の減、右側の欄の下あたりにあり

ますが、道路橋梁災害復旧費国庫負担金、これは災害復旧に関するものでございますが、１９年

度は災害がなかったということで大幅に減っております。それから、下の段でございますが、学

校教育施設等整備費補助金、これは４，４２０万９，０００円減っております。西伯小学校の耐

震補強が終わったがために減ったものでございます。また、あわせて一番下は、学校給食施設整

備等補助金でございます。これ給食センターの事業完了によりまして減額になったというもので

ございます。

その下、３ページ目に移ります。県支出金の主なものでございます。県支出金は、平成１９年

度が４億９２６万４，０００円、１８年度は４億２，７１６万１，０００円でございましたので、

４．２％減となりました。主なものでは一番下の方になりますが、森林病害虫防除事業補助金、

これは松くい虫の空散中止によるものでございます。それから、林道災害復旧事業等が、１８年

度大きな災害がありましたけれども１９年度はなかったということで、このような減額につなが

りました。

一番下が町債でございます。町の起債の発行でございますが、これにつきまして平成１９年度

は５億８，６９０万円発行しております。１８年度は１１億８，９４０万円でございましたので、

これは大幅減の５０．７％の減となりました。減の主なものは、合併特例事業債、これはＣＡＴ
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Ｖ等に１８年度積極的に投資いたしましたが、この事業完了によりまして２億８，１５０万減と

なったものでございます。その下の辺地対策事業債は、先ほど御説明ありましたように緑水園の

増改築、バリアフリー工事等の１億７，６００万の減。その下、学校施設整備事業債、これは西

伯小学校等の耐震や給食センター等の事業が完了したことによるものでございます。臨時財政対

策債につきましても２，４００万の減ということで、最終小計、依存財源の小計が４６億７，８

１７万４，０００円、対前年比マイナス１４％でございました。

下の歳入年度比較としてグラフをつけておりますので、御確認いただきたいと思います。全体

で、１８年度は７２億規模の予算計上でございましたが、平成１９年度予算総額として６２億２，

４６３万７，０００円と、全体に大きな圧縮をかけております。約１０億程度の予算圧縮をかけ

ております。

めくっていただきまして、これに対しまして歳出の構造について御説明いたします。

まず、一般会計歳出の目的別でございます。代表的なものを各款であらわした費目ごとに御説

明いたします。

まず、総務費でございます。総務費につきましては大きなところでございますと、一番上段に

ございます総務管理費職員人件費が３，９００万ふえておりますが、これは地域振興区の支援職

員等に総務費として執行したための増でございます。総務費の下から５段目、償還金等が税務、

産業等にあります。これは平成１８年過誤納、固定資産税の過誤徴収によりまして皆さんに大変

御迷惑をかけましたが、この償還金が１８年度発生したために１９年度大きく減額になったとい

うものでございます。それから一番下、ＣＡＴＶ整備事業、これは事業の完了によりまして４億

３，２１９万５，０００円減となったものです。あわせまして総務費につきましては、増減率２

７．４％の減となりました。

民生費を御説明いたします。民生費では特徴的なところでは、真ん中あたりに敬老会というの

がございます。これはマイナスの３４３万円というぐあいになっておりますが、これは総務費の

方へ、振興協議会への交付金の方に上げましたので、それによりまして予算が移動したものでご

ざいます。民生費につきましては、マイナス２．１％の減額率となりました。

衛生費でございます。衛生費につきましては、墓苑事業特別会計繰出金、墓苑事業への繰り出

しでございますが、これが１５０万５，０００円増となっておりますし、清掃施設管理組合負担

金が１，２４１万７，０００円の増、それから浄化槽整備事業特別会計への繰出金が９００万円

の増、簡易水道事業特別会計繰出金が３４４万１，０００円の増、それから病院事業費として病

院への繰出金が２，１３６万１，０００円の増。この病院への繰出金でございますが、これはこ
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れまでどおり交付税の算入分以上のものは出しておりませんので、御理解いただきますようお願

いいたします。衛生費につきましては、以上のような繰出金等の増によりまして８．６％の増と

なっております。

その下、農林水産業費でございます。一番上段のめぐみの里施設管理事業は、これは浄化槽を

設置したための増でございます。３１６万４，０００円の増となっております。地籍調査にも積

極的に早期完成、早期事業完了を目指しておりまして、事業進捗のための増額３，０５２万９，

０００円となっております。あと、緑水園の増改築工事が１８年完了等したために１億８，１５

７万７，０００円の減。それから農林水産業費では、先ほども出ておりましたが松くい虫の空散

の減。このようなことで、農林水産業費につきましては３６．７％の減となりました。

商工費でございます。商工費につきましては、中小企業小口融資預託金、これにつきまして補

正等をお願いいたしまして１８２万円の増となりました。商工費につきましては、７．９％の増

でございます。

土木費でございます。土木費は、結果として２４．３％の増となっておりますが、これは平成

１８年から１９年への繰り越しによって、見かけ上ふえてしまったということが主な原因でござ

います。町道改良事業が７，０５１万３，０００円の増となっております。道路維持等も６５９

万４，０００円の増でございます。それから、町営住宅建築改良事業でございますが、城山住宅

でございますが２，４８５万８，０００円の増となっております。

消防費でございます。消防費につきましては、一番下段に消防施設費６２９万４，０００円減

になっておりますが、これは西原地区の県道工事の補償工事を計上しておりましたが、これが県

の進捗ぐあいに合わせて施工できなかったというために減となったものでございます。このよう

な影響もございまして、消防費は２６．１％減となりました。

続きまして、教育費でございます。教育費は真ん中どころに西伯小学校の耐震補強事業だとか、

それから西伯の給食センター等の完了、これが一番大きなものでございまして、こういうハード

事業の一部完了というものを受けまして４３％の減となったものでございます。

災害復旧費につきましては、１９年度はおかげさまで災害がなかった、少なかったということ

で５６．２％の減となりました。

公債費の発行でございますが、１０．２％の増となっております。合併特例債１，５４２万１，

０００円。それから、臨時財政対策債３，３４５万６，０００円の増が内容でございます。

以上、歳出合計は、平成１９年度、６０億５，５９９万６，０００円、対前年度に対しまして

１５．１％の減となったものでございます。
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一部訂正をさせていただきます。先ほど、めぐみの里の浄化槽というぐあいに申し上げました

が、これまでの浄化槽を廃止して下水道への接続した経費でございます。訂正させていただきま

す。

めくってください。６ページをごらんいただけますでしょうか。６ページからは、先ほどの歳

出を今度は性質別に表示したものでございます。内容は同じでございますので、見方を変えまし

てグラフの方を注目いただけますでしょうか。７ページ下段、中段あたりでございます。歳出の

性質別年度比較のグラフをここに載せております。上段が１９年度、下段が１８年度でございま

す。

一番左の人件費でございますが、人件費につきましては合併時に１８０人、１６年４月１日現

在１８０人の職員がおりましたが、１９年度４月１日現在１５７名でございます。２３名減の中

で１９年度施行したものでございます。１８年度に対して微増、増側になっておりますけれども、

これは退職手当組合の負担金であるだとか、共済制度の負担金等が制度上ふえてきております。

それに対します部分が影響したためにふえたということでございます。

扶助費につきましては、ほぼ同額、同じような状況を維持しております。

公債費につきましては、ふえております。１９年度が１１億８，９４６万に対しまして、１８

年度は１０億７，９９３万２，０００円でございますので、１億以上ふえております。ピークに

つきましては、この後、御説明いたしますが、平成２２年を公債費、借金、ローンの返済額でご

ざいますね、これがピークを迎えますので、将来の歳出に対してまだまだ予断の許さないことと

いうぐあいに判断しております。

普通建設事業につきましては、大型の工事が１９年度抑制または縮小ということで大きく減っ

ております。１８年度、１４億６，５９１万４，０００円に対しまして、１９年度は５億６，９

８０万７，０００円となりました。ＣＡＴＶや学校、給食センター、緑水園等が１８年度施工が

詰まったために、１９年度は大きく下がったということでございます。

その横、物件費でございますが、これは経費のうちの消費的経費によるもの、賃金であります

だとか旅費、それから需用費、消耗品等がここにございます。微増に１８年度と比較してなって

おりますが、合併時にはこの物件費は約１０億を超える物件費がございましたので、約６０％ぐ

らいまで物件費を縮小しております。

補助費等とあらわしております。その右側でございます。この補助費と申しますのは、西部広

域行政施設管理組合等への負担金の支出でありますだとか、病院事業等の支出、また、固定資産

税の過誤徴収によります支出等もこの中に含んでおりまして、１９年度は１８年度に対しまして
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減となったものでございます。

先ほども申し上げましたとおり、１８年度に対しまして１９年度は約１０億ぐらい経費を圧縮

したということでございまして、普通建設事業費等に大きく縮小傾向があるというぐあいに考え

ております。

めくっていただきますと、今度は基金、貯金の現在状況を説明させていただきます。

基金の状況でありますが、まず財政調整基金でございます。財政調整基金は、平成１９年度、

合併後初めて貯金、基金積み立てが可能となりました。それが財政調整基金でございまして６，

６００万の新たな基金積み立てをいたしました。６，６６２万６，９８０円でございます。

減債基金につきましては１５８万５，６８７円、これは利子分を積んだものでございます。

あわせまして、定額運用や特別会計等すべて合わせますと一番右下になります。１９年度末と

いうものでございますが、１８億８，３１８万８，７０７円が基金総額でございます。しかし、

一般的に定額運用や特別会計の基金というものは当てにするわけにはなりませんので、真ん中右、

財政調整基金、それから減債基金、それからその他特定目的基金を合わせました計が１６億５，

４２２万７，１１６円、これが一般の基金というぐあいに御判断いただきたいと思っております。

基金の推移は、その下にグラフで記入しております。平成２０年度までの基金推移がございま

すが、２０年度大きく持ち上がりますのは、地域振興基金等を本年度は計画しておるためでござ

います。１８年度、基金が大きく下を向きましたけれども、１９年度、上向きにかかっておると

いうあたりを御注目いただきたいと思います。

その下、今度は定額基金の運用状況でございます。これは御確認いただければよいではないか

というぐあいに思います。

７番は地方債の状況でございます。南部町におきます借金の状況ということになると思います。

一般会計では真ん中どころ、計、右側でございます。１９年度末の現在高、これが地方債の残

高でございます。８７億４，７６５万４，０５１円でございます。一番左側が１８年度末の残高

が９２億３０２万４，０８３円でございましたので、５億８，０００万程度ここで地方債が減っ

たということを御報告いたします。

特別会計につきましては、合計額が５０億７１８万４，７０５円でございます。

めくっていただきますと、今度は財政指標の推移についての表がございます。１０ページ、財

政指標の推移について御説明いたします。

標準財政規模でございますが、１９年度の標準財政規模は４０億６，１７９万１，０００円と

なりました。１４年度から比べましても標準財政規模はふえてきているということでございます。
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標準財政規模はここにも記入しておりますように、自治体が標準的な行政活動を行う上で必要と

なる一般財源の額で、その自治体の標準的な税収入に普通交付税を加えた額で算出されますので、

これは多ければ多いほどよいというものでございます。

続きまして、財政力指数でございます。各自治体の財政上の能力を示す指数でございます。基

準財政収入額を基準財政需要額で除して算出されます。この指数が１に近いほど財政的に自主財

源に富んでるというものでございます。これが現在、南部町では０．２９２となりました。まだ

まだ非常に低い、財政的に十分安定してるとは言えませんが、おかげさまで１４年度から１９年

度のグラフを見ていただきますように、右肩状に上がってきております。

地方交付税の現状が次のページ、１１ページでございます。会見町、西伯町の時から合併し、

平成１９年度を迎えておりますが、南部町の地方交付税は２８億１，７８６万９，０００円が１

９年度実績でございます。注目いただきたいのは、その下に一本算定というぐあいにございます。

これは合併特例で１０年間、合併後１０年間は旧町同士を別々に算定し、それを加えますが、合

併１０年で以降５年間、段階的に減額し、１５年後、１６年目からは一本算定というものになり

ます。このときの額というものをここに算定したものでございます。今年度の合併算定２８億に

対しまして、一本算定は２４億６，４１５万６，０００円でございますので、約４億円程度下が

るということでございます。非常に厳しい状況というものが予想されますので、今後この数字に

対して財政をコントロールしていくということが重要になってくるかと思います。

続きまして、特別交付税の額でございますが、合併等の需要が減ったがために１９年度は３億

１，７７７万円と減っております。その下に、地方交付税の総額というぐあいに書いております

が、これは臨時財政対策債を加えたものでございます。１９年度、一番右側でございますが３３

億７，００３万９，０００円となっておりまして、一番左側は平成１４年でございますけれども、

これと比べましてもまだ１億７，６００万ぐらい少ないと、このように地方財政が非常に厳しく

締めつけられているという数字でございます。

下に地方交付税の推移というグラフをつけております。１６、１７、１８年と三位一体の改革

で行政は非常に厳しい状況に陥りました。特に、地方交付税のカットの方が先に来たがために、

１７年度は大きく下がりましたけれども、それ以後、税源移譲や行政改革、頑張る地方応援プロ

グラムへの対応等も加味されまして、１９年度は少しずつですが上がってきてるというグラフで

ございます。

その下のグラフは、先ほども申しましたように常に一本算定というものは意識していかなくち

ゃいけませんので、現在の合併算定と将来の一本算定との比較をグラフ上にしたものでございま
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す。

めくっていただきます。経常収支比率が次に書いております。地方税や地方交付税のように毎

年度経常的に収入される財源、いわゆる一般財源が人件費や扶助費、公債費などの経常的に支出

される経費にどの程度充てられているのかを示す指標で、この比率が高いほど財政運営は硬直化

したものと言えるというぐあいに記入しております。経常収支比率は、１９年度、８８．４％で

ございます。見ていただきますように右肩上がり側になっております。１７年度は９２％の経常

収支比率でございましたが、まあ何とか立ち直っておりますが、まだまだ経常収支比率が高いと

いう傾向にございます。いわゆる財政が硬直化した状態が続いているというぐあいに思います。

今後の、さらなる行政改革が必要だという数字であるというぐあいに認識しております。

めくっていただきまして、１３ページをごらんください。続いて、公債費比率でございます。

公債費に充当されました一般財源の標準財政規模に対する割合でございます。この数字が高いほ

ど財政構造の硬直性の高まりを示します。一般的に財政運営上、１０％を超えないことが望まし

いとされています。一般的に１０％というラインがございますけれども、これまで非常に高い数

字が続いております。公債費率の推移としまして、１９年度は１７．２％、１４年度は２０％ぐ

らいの数字がございましたので、それから比較するとかなり改善はされておりますけれども、ま

だまだ改善の余地はあるというぐあいに思っております。

起債制限比率でございます。起債制限比率は１１．９％、交付税に措置された額を除いて一般

財源に占める公債費の割合を示します。この指標は地方債の許可制限を判断するものとなり、過

去３年度間の比率の平均が２０％を超えると一定の地方債の発行が制限されることとなります。

２０％を超えてはなりませんが、現在１１．９％という御報告をさせていただきます。

めくっていただきまして、実質公債費比率でございます。近年、非常に注目される数字でござ

います。平成１８年４月に地方債制度が許可制度から協議制度に移行したことに伴い、導入され

た指標でございます。標準財政規模に占める公債費の財政負担の程度を示すものでございます。

従来の起債制限比率に反映されていなかった公営企業会計の公債費への一般会計繰出金、ＰＦＩ

や一部事務組合の公債費への負担金であるとか、債務負担行為に基づく支出のうち、公債費に準

ずるものを算入しております。過去３カ年度間の比率の平均が１８％を超えますと地方債の発行

には許可が必要となり、公債費負担適正化計画を策定した後でなければ新規発行は許可されず、

２５％を超えますと一定の種類の地方債の発行が認められなくなり、起債制限団体というぐあい

になります。１７．２％でございまして、昨年１７．９％、幾分の改善傾向にございますが、こ

の起債制限比率についても今後十分な動向の観察等が必要になる係数でございます。安心はでき

－２９－



ないというぐあいに考えております。

地方債現在高の推移でございますが、先ほど申しましたように地方債の現在高、１９年度は８

８億７０２万９，０００円となりました。グラフを見ていただきますように地方債は、１４年度

は９３億以上ございましたので、着実に減ってきてるというぐあいに考えております。しかし、

今後の学校の修繕であるとか、公共施設等は老朽化してまいってきてますので、これに対する投

資によりまして地方債が今後もふえる可能性を持っております。計画的な執行というものが今後

重要になってくるというぐあいに考えております。以上が諸係数でございます。

９番、１０番等に、これまで合併準備補助金を初め、合併に関して合併以後、どのような内容

に投資をしてきたかという実績をここに書いております。

それから、めくっていただきまして、これも鳥取県市町村合併支援交付金の実績値を記入して

おります。説明は割愛しますが、中を確認いただきたいというぐあいに思います。

次のページは、平成１９年度高金利地方債の繰り上げ償還及び借りかえによる効果額でござい

ます。議会の御理解をいただきまして借りかえということを行いました。この削減効果を表にし

たものでございます。結果だけ申し上げますと合計額、右下でございまして、削減効果は２，８

３０万５，９０１円の削減効果を上げることができました。

１３番、地方債の利用状況の一覧でございます。これはまた、ごらんいただきたいと思います。

本日、皆様のお手元に財政推計のこのようなグラフをつけたものをお配りしておりますが、ご

ざいますでしょうか。別紙の表だったと思います。

○議長（森岡 幹雄君） 本日配付になった２枚物の資料だと思います。

○総務課長（陶山 清孝君） 本決算にあわせまして財政推計を、平成１８年議会に御説明しまし

たものに修正を加えた財政推計を今回配りました。今後、この推計値をもう少し延ばした推計に

つきましては、もう少し時間をいただきたいと思いますが、現在の中で判断できる推計を上げま

した。

これを見ますと、折れ線グラフになってますのが年度末の基金残高、貯金の残高でございます。

それから、棒グラフになっておりますのが、これが予算の規模でございます。

ごらんになりますように、１９年度決算では歳入歳出予算規模を大きく落としまして、約１０

億ぐらい圧縮しまして財政の健全化に取り組んでまいりました。２０年度は少し上がりましたけ

れども、これは地域振興基金の将来への積み立てということを含んだために、８億円規模上がっ

たものでございますが、それを除いた基本的な部分は財政を圧縮した形に変わりはないというぐ

あいに思っております。
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将来の推計でございますけれども、これには幾分いろいろな条件がございます。南部町のよう

に国や県からの依存財源に非常に頼っております団体では、国の制度等に大きく影響を受けます。

したがいまして、地方交付税が今後どう推移するのかによって、南部町の将来というのは大きく

動いてまいります。この推計値につきましてこれまでの経過、１９年度、２０年度の経過を見ま

して、地方交付税を普通交付税と特別交付税を合わせたものを約２９億５，０００万、入ってく

る交付税総額を２９億５，０００万というぐあいに推定いたしました。これが、ここに書いてあ

ります平成２３年度までは、このぐらいの覚悟ができるではないかということの想定の中につく

ったものでございます。したがいまして、国の動向等によって交付税が再度圧縮されるような状

況になった場合には、大きく変わるということも御承知をいただきたいと思います。

そしてもう１点、この２３年度以降、２７年度以降になりますが、一本算定の段階的に落ちて

まいります。約４億円を５年間でございますので、８，０００万ぐらいの交付税が単年度ずつ落

ちていくという、財政としては非常に厳しい状況が確実に将来待ってるということも御確認いた

だきたいというぐあいに思います。

支出については、先ほどから借金をどうつくっていくのかということになりますけれども、起

債の発行額を４億円から５億円、単年度に４億円から５億円程度の起債発行を前提につくってお

ります。したがいまして、集中的に建設事業費に投下した場合、この将来推計はまた変わってく

るというものでございます。

めくっていただきまして、起債残高の推移でございます。これは先ほど申し上げました条件を

上げていきますと、これまで旧町時代、それから新町になってからつくりました起債の残高があ

るわけでございますけれども、このように平成２０年、９０億５，０００万、本年度よりも少し

ふえますけれども、以降をなだらかに落ちていくと。そして、２４年度ぐらい起債の残高は約６

７億、８億の辺で均衡するだろうというものでございますが、これにつきましても今後の建設投

資によりまして起債残高は変わってくるというものでございます。

その下は公債費の推移でございます。借金をしますとローンの返済ということが必ず起きてま

いります。１年間にどのぐらいの借金返済をするかによりまして、他の行政サービスに与える影

響は非常に大きいというぐあいに思います。基金がございますとその辺の干渉によりまして臨時

的な支出にも対応できますが、基金が減ってまいりますとそういう対応もできません。単年度の

公債費の推移は、１９年度、１１億４，３００万に対しまして、２２年度、１１億９，８００万、

約１２億、２２年を公債費のピークというぐあいに考えております。以下、その後、２４、２５

と落ちていきまして、２６年度には１０億を、単年度１０億の、借金返済が１０億を切ると。現
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在ピーク時１２億でございますので、この相差は２億ございます。２億円の借金返済にこれまで

かけてたお金が行政サービスに傾けられるということでございます。したがいまして、今後の投

資については、いかんによってはこれ以外の非常に厳しい状態も考えられますけれども、十分に

財政をコントロールしていけば、安定した行政サービスも一定程度確保できる可能性があるとい

うぐあいのことを申し上げます。

何につきましても将来の交付税が一本算定によって減額されるということを、皆さんに御理解

いただきたいというぐあいに思います。

以上、１９年度の決算の報告とさせていただきます。

○議長（森岡 幹雄君） 若干、お昼を経過いたしましたので、ここで昼の休憩に入りたいと思い

ます。再開は１３時１５分、午後１時１５分再開をしたいと思いますので、御参集賜るようお願

いをいたします。

休憩いたします。

午後０時１５分休憩

午後１時１５分再開

○議長（森岡 幹雄君） 時間になりましたので、会議を再開いたしたいと思います。

会議を再開いたします。

続いて、議案の説明を求めます。

健康福祉課長、森岡君。

○健康福祉課長（森岡 重信君） 健康福祉課長でございます。議案ページは２ページになります。

平成１９年度南部町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算についてでございます。

議案第６５号、平成１９年度南部町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について。

地方自治法第２３３条の３項の規定により、平成１９年度南部町国民健康保険事業特別会計歳

入歳出決算を別紙監査委員の意見を付して議会の承認を求めるものでございます。

決算書、１１６ページをお開きいただきます。実質収支の関係でございます。平成１９年度南

部町国民健康保険事業特別会計の歳入総額は１３億３，５８４万５，６１４円、歳出総額は１２

億８，４９３万６，６８３円となっております。歳入歳出差し引き額及び実質収入額は、ともに

５，０９０万８，９３１円となったものでございます。単年度収支は前年度繰越額、これは１０

４ページに書いておりますけども、１，１７３万４，７８７円を差し引きますと３，９１７万４，

１４４円となるものでございます。これは平成１８年度に行いました退職振りかえによるものや、
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特別調整交付金での国による算定誤りのための再確定が要因となっております。

それでは、事項別明細書で主なところを説明をいたします。１００ページです。返っていただ

きまして１００ページになります。

その前に、もう２ページほど返っていただきますと９６ページ、歳入の関係でございますけど

も、不納欠損額並びに収入未済額は税の方で起きております。

１００ペーの方に返っていただきまして、１款の国保税の関係でございますが、調定額を４億

６７７万２，０２２円、収入済み額が３億３，８２５万４，９３１円、不納欠損額、先ほどお示

ししたところですが１，０１５万３，３８６円、収入未済額５，８３６万３，７０５円となって

おります。前年度の比較で見ますと、調定額では６２６万３，２９８円の減となっております。

１．５％の減ということでございます。収入済み額は７０万２，５９０円の減、０．２％の減と

なっております。保険税の全体に占める割合でございますけども、２５．３２％となっておるも

のでございます。

下段の方に３款国庫支出金でございます。収入済み額が３億１，６８１万２，５０５円。前年

比較で１，５２７万７，５８３円、５．１％の増額となっております。これは財政調整補助金の

増額によるものでございます。

次ページになりますが、４款県支出金でございます。収入済み額５，１１７万５，３７６円。

前年比較で３７２万６，５９９円、７．９％の増額となっておりますが、これも国庫支出金と同

じく財政調整補助金の増額によるものでございます。

５款療養給付費等交付金でございます。収入済み額が４億３５７万５，６３９円。前年比較で

１億４，０４６万９，２９４円、５３．４％の増額となっております。これは医療費がふえたた

めということでございます。

６款共同事業交付金でございます。１億３，２７２万５，３９２円。前年比較で７，２０７万

２７５円、１１８．８％の増額となっております。これも医療費がふえたためということでござ

います。

次のページになります。１０４ページ、９款になります。繰入金でございます。収入済み額が

７，９４１万６，４０４円。前年比較で３，０９４万１，８６９円の減、２８．０％の減という

ことになっております。これにつきましては基金繰入金３，４３５万６，０００円を行わなかっ

たのと、それと繰入金、出産事務費の繰入金が減少したためでございます。

次ページはぐって、１０６ページになりますが、歳入合計。収入済み額が１３億３，５８４万

５，６１４円でございます。前年が比較で１億８，４０６万２２円で１６％の増額になっており
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ます。

１０８ページ、歳出になります。１款総務費でございますが、支出済み額が１，４３７万７４

５円。前年比較で５９４万１，５０２円、７０．５％の増額になっておりますが、これは後期高

齢医療制度に伴います国保システムの整備等のシステム整備費でございます。歳出ですが、事業

報告の分厚い部分にも詳細が書いてございます。先ほど申しましたのは４８７ページでございま

す。総務費につきましては、４８７から４９１ページということになります。

２款の保険給付費でございます。ページでいいますと４９２から５００ページになりますが、

支出済み額８億３，４１４万７，４４７円でございます。前年比較で７，７１４万３，４５１円、

１０．２％の増額となっております。

その内訳でございますけども、療養諸費でございます。一般被保険者療養給付費でございます

が３億９，２２２万７，４４０円になっております。被保険者年間平均が１，９２６人になって

おります。１人当たりで２０万３，６４９円でございます。前年比較で１万８，８７７円の増額

となっております。続きまして、退職被保険者療養給付費でございます。事業報告書の４９３ペ

ージになります。３億６，７７６万６，７４８円の決算でございます。被保険者年間平均が１，

２３５人というふうになっております。１人当たりが２９万７，７８７円。前年比較で５，９８

０円の増額となっております。一般被保険者療養費、それから退職被保険者療養費ですが、４９

２ページ、４９５ページになっております。高額医療費でございますが、４９７ページになりま

す。一般被保険者高額療養費でございますが４，２７０万６，６３６円、被保険者数年間が１，

９２６人でございます。退職の高額療養費ですが２，１４５万１，５７６円、被保険者年間平均

は１，２３５人でございます。続きまして４９９ページ、出産育児費でございますが９件分でご

ざいます。５００ページになりますが、葬祭諸費１０８件分ということでございます。

決算書、１１０ページになりますが、３款老人保健拠出金でございます。支出済み額が２億４

０４万８６０円としております。前年比較で１，６５２万６，０７３円、８．８％の増額でござ

います。

１１２ページになります。５款共同事業拠出金でございます。事業報告書は、５０４ページか

ら５０６ページになります。支出済み額が１億２，９１７万４，６９８円としております。前年

比較で５，８８１万８，３９３円、８３．６％の増額となっております。

１１４ページになりますが、７款の諸支出金でございます。事業報告書ページでいいますと、

５１０ページからになります。支出済み額が２，２６２万９７６円。前年比較で１，２６２万９，

３８２円、３５．８％の減少となっております。これは固定資産過誤納還付がなくなったためで
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ございます。療養の関係、療養拠出金、それから介護納付金、共同事業拠出金につきましては、

いずれも実績に伴うものでございます。

歳出合計、支出済み額が１２億８，４９３万６，６８３円。前年比較で１億４，４８８万５，

８７８円、率にして１２．７％の増額となっております。

御審議のほど、よろしくお願いをいたします。

続きまして、議案ページで３ページになりますが、議案第６６号でございます。平成１９年度

南部町老人保健特別会計歳入歳出決算の認定について。

地方自治法第２３３条の３項の規定により、平成１９年度南部町老人保健特別会計歳入歳出決

算を別紙監査委員の意見を付して議会の承認を求めるものでございます。

決算書、１２７ページをお開きいただきたいと思います。歳入総額でございますが１４億８，

８０４万４０４円、歳出総額が１４億６，０１１万２，５７２円でございます。歳入歳出差し引

き額及び実質収支額、ともに２，７９２万７，８３２円となっております。単年度収支は、前年

度からの繰越額がございませんので同額となるものでございます。

返っていただいて、１２１ページでございます。この会計は、不納欠損額なり収入未済額はご

ざいません。

歳入の方ですが、１款支払い基金交付金でございますが、収入済み額７億１，８６６万４，０

００円。前年比較で９，０２１万３，０００円、１１．２％の減となっております。

２款国庫支出金でございますが、収入済み額が５億２，８８０万７６２円。前年比較で９，８

９４万３，７１１円、２３．０％の増額となっております。

３款県支出金でございますが、収入済み額１億２，８３２万９，１９０円。比較で１，４５４

万３，１９０円の増、１２．８％の増ということでございます。

４款の繰入金でございますが、収入済み額として１億９９３万８，９６８円。前年比較で１，

５１１万２，０３２円、１２．１％の減となっております。

１２３ページになりますが、歳入合計でございます。収入済み額が１４億８，８０４万４０４

円。前年比較で１，０４６万９，３５３円、０．７％の増額となっております。

続きまして、１２５ページになりますが、歳出の方に移ります。これは事業報告書と見比べも

よろしくお願いをいたします。

１款の医療諸費でございますが、事業報告書、５１４ページからになります。５１４、５１５、

５１６になります。支出済み額が１４億１，１４２万６，８５９円。前年比較で１億５２５万２，

７８３円の減額となっております。率にして６．９％の減ということでございます。医療給付費
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でございますが、医療給付費は１３億９，３１５万６９３円。老人医療の受給者年間平均でござ

いますが１，９００人となっております。１人当たりが７３万３，２３７円。前年比較で１万５，

１９９円の減少ということでございます。続きまして、医療費支給費でございますが１，３１９

万６，１１６円の決算をしております。前年比較で４４９万７，５２９円、２５．４％の減少と

なっております。

３款前年度繰り上げ充用金でございますが、支出済み額４，４３２万９，２０８円でございま

す。前年度はそういうものがございませんので、同額が増加となっております。

歳出合計でございますが１４億６，０１１万２，５７２円。前年比較で６，１７８万７，６８

７円の減となっております。４．１％の減少となっております。

審議のほど、よろしくお願いをいたします。

○議長（森岡 幹雄君） 町民生活課長、畠君。

○町民生活課長（畠 稔明君） 続きまして、議案第６７号について御説明させていただきます。

まず、議案第６７号、平成１９年度南部町住宅資金貸付事業特別会計歳入歳出決算の認定につ

いて。

地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成１９年度南部町住宅資金貸付事業特別会計歳

入歳出決算を別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付する。

私の方は、こちらの歳入歳出決算書の方をごらんいただいて御説明したいと思います。

まず最初に、１３８ページをお開きください。実質収支に関する調書でございます。歳入総額

１，８９６万６，４６７円、歳出総額１，８７４万５３０円、歳入歳出差し引き額が２２万５，

９３７円、実質収支額２２万５，９３７円となりました。

続きまして、事項別明細書、１３２ページをお開きください。

まず、歳入でございますが、１款の県支出金、県補助金。それから、１目の助成事業費県補助

金、１節住宅新築資金等償還助成事業費補助金、収入済み額２０５万円でございますが、これは

償還事務に係る補助と、昭和５３年から昭和６１年までの起債借り入れの利息に対する補助の合

計額でございます。

一般会計繰入金でございます。当初６００万円を見込んでおりましたが、予定外の繰り上げ償

還が２件あったために２５０万円の繰り入れとなりました。前年度繰越金は３０万８，６５１円

でございます。

４款の諸収入。１項貸付金元利収入、１目住宅新築資金貸付金元利収入、１節の住宅新築資金

貸付金元利収入の現年度分でございます。７７０万８，１５１円の調定額に対しまして、収入済
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み額４７８万１，９９８円、収入未済額が２９２万６，１５３円でございます。次に、滞納繰り

越し分は、調定額５，２１６万１，８２７円に対しまして、収入済み額２２０万４，０２０円、

収入未済額４，９９５万７，８０７円でございます。次に、住宅改修資金貸付金元利収入、現年

度分でございますが、調定額２３４万７，８８８円に対しまして、収入済み額２１２万３，６１

４円、収入未済額は２２万４，２７４円でございます。滞納繰り越し分は、調定額３０３万７，

３９３円に対しまして、収入済み額４７万５，６７０円、収入未済額は２５６万１，７２３円で

ございます。宅地取得資金貸付金元利収入、現年度分につきましては、調定額４０１万１，５３

０円に対し、収入済み額２５４万１，７９０円、収入未済額１４６万９，７４０円でございます。

滞納繰り越し分につきましては、調定額１，９７７万５，７９５円に対し、収入済み額１９８万

７２４円、収入未済額１，７７９万５，０７１円となりました。この３資金の現年度だけの徴収

率は６７．１％でございまして、１８年度に比べましたら２％程度アップはいたしましたが、徴

収率アップのために、それぞれの状況に応じてきめ細やかな対応により一層努めてまいりたいと

思っております。

それから、さきに一般会計繰入金で繰り上げ償還が２件ありましたと申し上げましたが、住宅

新築資金が１件、宅地取得資金が１件でございます。

続きまして、歳出でございますが、１３６ページ、１３７ページをお開きください。

１款の総務費、一般管理費でございますが、それぞれ職員手当、需用費、役務費、委託料、負

担金補助及び交付金、こちらは徴収事務に係ります費用でございます。その中で、特に委託料の

１５万円とありますが、そちらの方は裁判のための弁護士費用でございます。

次に、公債費でございますが、起債償還金といたしまして住宅新築資金償還金、元利合わせて

９９９万７，６８８円、同様に住宅改修資金償還金が２６３万５，８０８円、それから宅地所得

資金償還金が５７１万９，０３４円で、歳出合計が１，８７４万５３０円となりました。

以上、御審議の方をよろしくお願いいたします。

○議長（森岡 幹雄君） 上下水道課長、松原君。

○上下水道課長（松原 秀和君） 上下水道課長です。議案書の５ページでございます。

議案第６８号、平成１９年度南部町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について。

地方自治法第２３３条第３項に規定により、平成１９年度南部町簡易水道事業特別会計歳入歳

出決算を別紙監査委員の意見をつけて議会の方の認定をお願いするものでございます。

決算書、１５１ページをお開きください。実質収支に関する調書でございます。歳入総額１億

５，１８１万３，８０７円、歳出総額１億１，９７０万６，３９２円、歳入歳出差し引き額並び
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に実質収支額ともに３，２１０万７，４１５円であります。

次に、事項別明細書で御説明をいたします。１４３ページにお戻りください。

歳入でございますが、第１款の１節水道加入負担金８４万円でございます。これは１６戸の加

入がございました。いずれも会見エリアでございます。

それから、２款の使用料でございます。１節の水道使用料、現年度分でございます。調定額５，

５６１万２，６８１円、収入済み額４，６４０万４，５５６円、収入未済額９２０万８，１２５

円でございます。８３．４％の収納率でございますが、これにつきましては昨年３月議会で、２

０年度の４月１日から会計上は公営企業会計を適用するということで、歳入歳出未収金、未払い

金が発生しておりますので、よろしくお願いをいたします。ちなみに、５月末の収納でございま

すが、５，４９２万１，１７３円、収入未済額６９万１，５０８円、収納率９８．７６％でござ

います。それから、２節の水道使用料、滞納繰り越し分でございます。調定額３８２万６，９５

２円、収入済み額４５万３，３９６円、収入未済み額３３７万３，５５６円、収納率１１．８％

でございます。

それから、２款の同じく水道手数料でございます。その中で、督促手数料２万２，０００円の

収入済み額でございます。これは２７５件に対します督促の手数料でございます。

それから、３款の国庫支出金でございます。１節の簡易水道施設整備費国庫補助金、調定額３，

２１５万７，０００円、収入済み額３，２１５万７，０００円。これは３分の１の補助の補助金

でございます。

それから次、１４５ページにお願いをいたします。一般会計繰入金３４４万１，０００円が調

定額ゼロ、収入済み額ゼロは、先ほど申し上げました仮決算をしたために、３月３１日までに入

らなかったためにそのように処置をしております。

それから、前年度の繰越金は７５７万６４２円で、町債６，４３０万円でございます。

収入済み額１億５，１８１万３，８０７円でございます。

次に、１４７ページをお開きください。歳出の御説明をしてまいります。

１款の総務費の１目一般管理費でございます。これにつきましては、２節給料、職員手当、共

済費、これは１名分の職員の負担分でございます。それから、大きいところで御説明させていた

だきます。１１節需用費でございます。６１万の予算に対しまして、２３万９，７０７円でござ

います。大きなものといたしましては印刷、それから燃料等でございます。３７万２９３円の不

用額を発生しておりますが、これの主なものは消耗品１１万９，０００円、印刷２３万４，００

０円、修繕１万４，０００円の内訳でございます。続いて、委託料でございます。４２９万９，
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０００円に対しまして、支出済み額９０万９，９６２円、不用額３３８万９，０３８円でござい

ますが、これも資産台帳を作成委託をしておりました主なものとしては３１５万、これを５月末

までの支払いをしておるために不用額の大きなものでございます。ちなみに、事業報告の５２７

ページを参照いただければと思います。

それから、施設費でございます。施設費につきましては、５２８ページから５３７ページを参

照していただけたらと思います。

１目施設管理費でございます。簡易水道、１１施設管理をしておるものでございます。それぞ

れの簡水ごとに施設管理費ということで事業報告の中に上げておりますので、よろしくお願いを

いたします。１１節の需用費でございます。１，３９７万９，４９６円の支出をしておりますが、

不用額が２０８万５０４円。これにつきましては、１１施設の修繕費並びに電気代が不用となっ

たものでございます。それから１２節役務費でございます。３８７万７，０００円に対しまして、

支出済み額２９０万７，７４０円、不用額９６万９，２５６円でございます。これの主なものは、

水道料金を毎月のところから２カ月に１回というような格好で実施したために、手数料等が減額

になったものが主なものでございます。

それから、２目の建設事業費でございます。これは諸木水源並びに諸木から境までの送水管２

００、失礼しました、１５０ミリの管を２，８７３．９メーター布設をしたものでございます。

これにつきましては５３８ページから５３９ページに載せておりますので、ごらんいただけたら

と思います。主なものといたしまして、１５節の工事請負費８，８００万、支出済み額３，７２

０万、不用額５，０８０万円でございます。これも先ほどから申し上げております会計を統合し

たために、工事請負費等で不用額が発生したということでございます。５月末までの支払いは既

に終了いたしておるものでございます。

それから、公債費でございます。これにつきましては５４０ページの事業報告に載せておるも

のでございます。

歳出、次の１５０ページでございます。歳出合計、支出済み額１億１，９７０万６，３９２円

でございます。

以上、簡単でございますけど、簡易水道事業特別会計歳入歳出の御説明をいたします。よろし

く御審議方お願いをいたします。

○議長（森岡 幹雄君） 続けてください。

○上下水道課長（松原 秀和君） 続きまして、議案第６９号、平成１９年度南部町農業集落排水

事業特別会計歳入歳出決算の認定について。
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地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成１９年度南部町農業集落排水事業特別会計歳

入歳出決算を別紙監査委員の意見をつけて議会の認定をお願いするものでございます。

１６２ページをお開きください。農業集落排水事業特別会計の実質収支に関する調書のところ

でございます。歳入総額２億６，９６５万４，８６０円、歳出総額２億６，９５５万１，３９４

円、歳入歳出差し引き額並びに実質収支額同額で１０万３，４６６円でございます。

事項別明細書により説明をさせていただきます。１５６ページをお開きください。

歳入でございます。歳入の１目農林水産業費分担金の２節農業費分担金、括弧滞納分でござい

ます。調定額４６７万４，４２３円に対しまして、収入済み額１２万４，０００円でございます。

これは２人分の収入でございます。

それから、２項の負担金でございます。１節集落排水加入負担金、収入済み額１０５万円。こ

れは３戸の加入がございました。

それから、１目の集落排水使用料でございます。１節農業集落排水使用料、現年度分でござい

ます。調定額５，７６３万８，８６５円でございます。収入済み額５，６９７万６，０６８円、

収入未済額は６６万２，７９７円でございます。収納率は９９．４１％でございます。それから

同じく、２節の滞納繰り越し分でございます。調定額２２２万７，２４１円、収入済み額２２万

３，６５９円、収納率１０．０４％でございます。いずれも前年度と比較しますと若干の収納低

下になっております。

それから、手数料の、農業集落排水手数料、１節の督促手数料でございます。１万３，８４０

円、これは１７３件分に対します督促手数料でございます。

３款の繰入金、１節一般会計繰入金、１億５，９１０万円の繰り入れをしていただいておりま

す。

次に、１５９ページをごらんいただきたいと思います。１目の雑入でございます。４３万６，

８００円でございますが、これは県道工事に伴います下水管の移転の補償費でございます。

歳入合計、収入済み額２億６，９６５万４，８６０円でございます。

続きまして、１６０ページ、歳出の御説明をいたします。一般管理費でございます。これは事

業報告５４２ページから５４３ページを参照してやってください。給料、手当、共済費、これは

職員１名分でございます。需用費で５万円の不用額を発生しておりますが、これは印刷製本を予

定しておりましたが必要がなく、不要となったものでございます。

それから、２目の維持管理費でございます。維持管理につきましては、５施設の管理をしてお

ります。５４４ページを参照していただきますようにお願いをいたします。１１節需用費でござ
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います。１，５４２万６，１６５円を支出しておりますが、主なものは電気代１，１１５万４，

０００円でございます。不用額が２７９万７，８３５円でございますが、これの主なものといた

しまして２１６万７，０００円の電気代が不用となったものでございます。１３節委託料でござ

います。支出済み額２，６０４万３，３１５円でございます。不用額が３４２万３，６８５円。

これの主なものといたしましては、５施設の管理関係で２００万、それから、脱水処理運搬等で

１４０万が主な不用額でございます。

それから、公債費につきましては５４５ページ、５４６ページを参照いただきますようお願い

をいたします。

歳出合計、支出済み額２億６，９５５万１，３９４円でございます。

以上、概略説明をいたしました。よろしく御審議方をお願いをいたします。

続きまして、議案第７０号、平成１９年度南部町浄化槽整備事業特別会計歳入歳出決算の認定

について。

地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成１９年度南部町浄化槽整備事業特別会計歳入

歳出決算を別紙監査委員の意見をつけて議会の認定をお願いをするものでございます。

決算書、１７５ページをお開きください。実質収支に関する調書でございます。歳入総額６，

９７５万１，８７９円、歳出総額６，３１９万３，８１２円、歳入歳出差し引き額、実質収支額

同額で６５５万８，０６７円でございます。

次に、事項別明細書で御説明をいたします。１６７ページをお開きください。

歳入でございます。１目浄化槽分担金、１節の浄化槽分担金の現年度分でございます。調定額

７９９万７，５００円、収入済み額７８１万７，５００円、収納率９７．７５％でございます。

それから、滞納繰り越し分１０万５，０００円、１名分でございます。

浄化槽使用料でございます。１節浄化槽使用料、現年度分でございます。調定額１，０４８万

７，９１２円、収入済み額１，０３６万３，６５１円、収納率９８．８２％でございます。それ

から、滞納繰り越し分でございます。調定額５８万９，０８２円、収入済み額６万２，０５６円、

１０．５３％でございます。

手数料の１節督促手数料でございます。５，２００円、これは６５件の督促手数料でございま

す。

それから、国庫支出金の１節浄化槽整備事業補助金、収入済み額１，１９８万２，０００円で

ございます。これは事業費の３分の１の補助金でございます。

繰入金でございます。一般会計からの繰入金１，６００万円。
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繰越金は記載のとおりでございます。

それから、１目の雑入でございます。９７万３，８３２円。これは１８年度の消費税が確定を

いたしまして還付されたものでございます。

収入合計６，９７５万１，８７９円でございます。

続きまして、１７１ページ、歳出の御説明をいたします。１目の一般管理費でございます。こ

れにつきましては、５４７ページをまた参照をお願いをいたします。需用費７４万４，６２８円

を支出しておりますが、これの大きなものといたしましてはブロア等の修繕５８万５，０００円、

３０件の修繕をいたしております。不用額３１万５，３７２円の大きなものといたしましては、

印刷費が５万円、それから、光熱水費が１６万円の不用額が発生したのが主な金額でございます。

それから１２節役務費でございます。支出済み額２０９万４，５２９円。これの主なものは配布

手数料で２０６万円でございます。３０万９，４７１円の不用額が発生しておりますが、これに

つきましても配布手数料が減額となったものでございます。それから１３節委託料でございます。

１，２３１万８，６３４円でございます。これにつきましては、維持管理といたしまして４７８

万３，０００円、それから、清掃業務で７４４万６，０００円でございます。

それから、施設費の浄化槽建設費でございます。１１節需用費でございます。８５万５，０２

５円でございます。これは大きなものといたしましては、消耗品、事務用品消耗でございます。

不用額４５万４，９７５円の内訳といたしましては、大きなものといたしまして、消耗品２８万

７，０００円、燃料費１６万７，０００円でございます。１５節工事請負費でございます。４，

１５０万５，４５０円、これは３１基設置したものでございます。１，４６０万４，５５０円の

不用額を発生いたしておりますが、これは１１基の予定をいたしておりましたけども３１基の申

し込みしかなく、１１基分の減額となったものでございます。

それから、小規模集合施設管理でございます。５４９ページを参照してくださいませ。これは

現在、城山住宅と馬場住宅の管理をいたしておるものでございます。これにつきましては需用費

で２４万６，５２１円でございます。これは主に電気代でございます。２７万９，４７９円の不

用額を発生しておりますけども、これは先ほど申し上げました馬場住宅、城山住宅の使用等が予

定したより減額となったために発生したものでございます。それから、委託料２３万３，１１０

円でございます。これは馬場住宅が１５万１，０００円、城山住宅が８万２，０００円で１１万

８，６９０円でございますが、主に城山分を予定しておりましたが、これが減額となったという

ことでございます。

１７４ページ、歳出の合計でございますが、６，３１９万３，８１２円でございます。
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以上、御説明をし、御審議方よろしくお願いをいたします。

引き続きまして、議案第７１号、平成１９年度南部町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算の

認定について。

地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成１９年度南部町公共下水道事業特別会計歳入

歳出決算を別紙監査委員の意見をつけて議会の認定をお願いするものでございます。

決算書、１８８ページをお開きください。実質収支に関する調書でございます。歳入総額２億

５，９２８万４，９９８円、歳出総額２億５，６６９万７，８１６円、歳入歳出差し引き額並び

に実質収支額、ともに同じ額でございまして２５８万７，１８２円でございます。

事項別明細書で御説明をしてまいります。１８０ページをお開きください。

歳入でございます。分担金でございます。１節公共下水道分担金、現年度分でございますが、

調定額５，３５９万５，０００円、収入済み額４，９１５万５，０００円、収納率９９．０５％

でございます。滞納繰り越し分でございます。調定額３２１万３，４２１円、収入済み額６万円、

収納率７．６２％でございます。

それから、負担金の下水道負担金でございます。１節汚泥処理施設維持管理負担金でございま

す。これは、みのりの郷の運営に当たります日吉津、大山町さんからの負担でございます。調定

額１，５１６万７，５４２円でございます。内訳といたしましては、日吉津村４９６万８，００

０円、大山町１，０２０万円でございます。これにつきましては均等割１０分の２、投入量割１

０分の８ということでございます。

それから、下水道使用料でございます。公共下水道使用料、現年度分でございます。３，９７

８万４，８７７円、収入済み額３，９４０万８，２４７円、収納率９９．０５％でございます。

滞納繰り越し分でございますが、調定額１６８万３，３３０円、収入済み額１２万８，１９８円、

収納率７．６２％でございます。

手数料でございます。督促手数料１万３，２００円、これは１６５件に対する督促手数料でご

ざいます。

国庫支出金でございます。公共下水道整備費補助金でございます。２，７９６万５，０００円。

それから、繰入金でございます。一般会計繰入金は２，８２０万円でございます。

次、１８３ページをお開きください。繰越金は前年度繰越金で２，２４０万４，５２６円。

それから、諸収入でございます。の雑入でございます。２２８万３，２８５円でございます。

これの内訳といたしましては、コンポスト等の売り上げ１２３万６，０００円、消費税の還付分

１０４万７，０００円でございます。
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町債につきましては、公共下水道整備事業債７，４５０万円でございます。

収入済み額合計２億５，９２８万４，９９８円でございます。

次、１８４ページ、歳出の御説明に移らせていただきます。一般管理費でございますが、事業

報告書５５３ページを参照してください。給料、手当、共済費につきましては２名分でございま

す。それから、役務費７万６，５５９円の支出をいたしておりますが、これの主なものとしては、

配布手数料５万１，０００円でございます。１４万２，４４１円の不用額を発生させております

が、これは郵送料が減額となったものでございます。引き続きまして、１９節負担金補助及び交

付金１８９万４，１３６円でございます。これは、退職手当組合に１６７万７，０００円が主な

ものでございます。１８万９，８６４円の不用額を発生しておりますが、これは日本下水道負担

金、県支部負担金、中四国負担金、それぞれ減額となったものが主な理由でございます。

２目の維持管理費でございます。５５４ページを参照してやってください。１１節の需用費で

ございます。８２８万５，７３０円の主な内訳といたしましては、消耗品１２５万６，０００円、

光熱水費５５９万２，０００円、修繕１３２万１，０００円、これが主なものでございます。９

４万２７０円の不用額を発生させておりますが、この不用額の主なものは、消耗品４４万７，０

００円、光熱水費２２万８，０００円、修繕１１万８，０００円、燃料代１４万７，０００円、

これが主な内訳でございます。それから、委託料１，４８８万３，５１２円の支出をしておりま

すが、これの主なものといたしましては、処理場の管理委託８５０万５，０００円、脱水委託業

務４１４万５，０００円、減容化処理委託１９８万５，０００円でございます。１１１万５，４

８１円の不用額を発生しておりますが、これは脱水処理委託の減額が主なものでございます。負

担金補助及び交付金５６万３，８７７円でございます。これは９３万６，１２３円の不用額を発

生しておりますが、これはコンポストの負担金の減になったものでございます。

それから、汚泥処理費でございます。５５５ページを参照をお願いをいたします。需用費１，

１０５万６５１円、これの主な支出内訳といたしましては、消耗品７３２万３，０００円、それ

から電気代３１９万９，０００円、修繕４０万円が主なものでございます。５０万２，３４９円

でございますが、これにつきましては消耗品、液肥用の袋といいましょうかこん包する、これの

減が主なものでございます。それから、委託料でございます。１，３３６万８，０３０円でござ

います。これの主な支出内訳といたしましては、こん包維持管理に５９８万５，０００円、みの

りの郷管理６２３万７，０００円、袋詰め９９万４，０００円が主な支出でございます。これも

不用額５０万５，９７０円を出しておりますが、これにつきましてはこん包等に使いますもみ殻、

液肥なり袋詰めの委託、これが減額となったものでございます。
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それから、公共下水道の建設費でございます。これは午前中報告をいたしました４００トンの

処理施設を建設いたしまして、グリーンピア西伯、処理能力１，２００立米となったものでござ

います。これにつきましては、５５６ページから５５７ページを参照をお願いをいたします。需

用費でございます。１６４万１，６３８円でございますが、これの主なものは消耗品でございま

す。１４２万１，０００円でございます。４４万３６２円の不用額を発生させておりますが、こ

れは消耗品が３０万円、それから、燃料費１４万というのが主な要因でございます。委託料につ

きまして８，６３０万円、これは継続の３，６００万円と当該年度の５，０３０万円、日本下水

道事業団に委託をしたものでございます。

公債費につきましては、５５８ページを参照いただきますようお願いをいたします。

歳出合計２億５，６６９万７，８１６円でございます。

以上、御説明をいたしました。よろしく御審議方をお願いをいたします。

○議長（森岡 幹雄君） 健康福祉課長、森岡君。

○健康福祉課長（森岡 重信君） 健康福祉課長でございます。議案の９ページをお開きいただき

たいと思います。

議案第７２号、平成１９年度南部町介護サービス事業特別会計歳入歳出決算の認定について。

地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成１９年度南部町介護サービス事業特別会計歳

入歳出決算を別紙監査委員の意見を付して議会の承認を求めるものでございます。

決算書で１９７ページをお開きください。実質収支に関する調書でございます。歳入総額は８，

１０９万１，５６８円、歳出総額は同じく８，１０９万１，５６８円でございます。歳入歳出差

し引き額及び実質収支額は、ともにゼロ円となっております。単年度収支は前年度の繰越金がな

かったため、これも同額ということでございます。

歳入の方から説明をいたします。１９３ページに返ってください。１款の寄附金でございます

が、収入済み額８，１０９万１，５６８円、前年の比較をいたしますと４，８９１万６，４７９

円の増額となっております。これはまちづくり西伯町民債、元利償還分がふえたためでございま

す。伯耆の国からの寄附金ということでございます。

１９５ページの方でございますが、歳出になります。１款の公債費でございます。支出済み額

８，１０９万１，５６８円、前年比較で４，８９１万６，４７９円の増額となっております。そ

こには元金と利子という形で書いております。これを内容的に分けますと、町民債の償還でござ

いますが、これが４，９５７万４，２５０円となっております。それから、地方債の償還でござ

いますが３，１５１万７，３１８円。
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合わせたものが８，１０９万１，５６８円となるものでございます。

御審議のほど、よろしくお願いをいたします。

○議長（森岡 幹雄君） 町民生活課長、畠君。

○町民生活課長（畠 稔明君） 町民生活課長でございます。

続きまして、議案第７３号でございます。平成１９年度南部町墓苑事業特別会計歳入歳出決算

の認定について。

地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成１９年度南部町墓苑事業特別会計歳入歳出決

算を別紙監査委員の意見をつけて議会の認定に付する。

決算書の方の２０６ページをお開きください。実質収支に関する調書でございます。歳入総額

３１３万５，１７０円、歳出総額３１３万４，５３０円、歳入歳出差し引き額６４０円、実質収

支額６４０円でございます。

続きまして、事項別明細書の方で御説明をさせていただきます。２０２ページ、２０３ページ

をお開きください。

まず、歳入の墓地使用料でございます。７８万９，０００円、こちらの方はＢ区画３基の返還

がございまして、１基２６万３，０００円の３基分となっております。それから墓地手数料、い

わゆる管理料でございますが、６９万３５０円は３４１区画分でございます。滞納はございませ

ん。

次に、一般会計繰入金でございますが１６５万円は、主に地方債の償還金分を繰り入れていた

だいております。

前年度繰越金は５，８２０円でございます。

歳入合計３１３万５，１７０円でございます。

続きまして、歳出でございますが、はぐっていただきまして２０４ページ、２０５ページをご

らんください。総務管理費の一般管理費でございますが、こちらの方の需用費、需用費の内訳と

いたしまして事務用消耗品、それから街灯の電気代と水道代でございます。それから役務費の方

は、郵送料と便所のくみ取りのための手数料でございます。委託料６０万８９０円でございます

が、ごみの処理や草刈り等の環境整備委託の委託料でございます。

続きまして、公債費の元金、２３節の償還金、利子及び割引料１５３万７，１７５円は地方債

償還金の元金、すぐ下段にあります５万９，７９５円は利子でございます。

３款の諸支出金の償還金、利子及び割引料７５万３，０００円でございますが、墓地の返還に

伴う還付金でございまして、Ｂ区画２基分とＣ区画１基分でございます。
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歳出合計３１３万４，５３０円でございます。

以上、御審議の方をよろしくお願いいたします。

○議長（森岡 幹雄君） 建設課長、滝山君。

○建設課長（滝山 克己君） 建設課長でございます。

議案第７４号、平成１９年度南部町建設残土処分事業特別会計歳入歳出決算の認定について。

地方自治法第２３３条第３項の規定により、平成１９年度南部町建設残土処分事業特別会計歳

入歳出決算を別紙監査委員の意見をつけて議会の認定をお願いするものでございます。

決算書の２１５ページをお開きいただきたいと思います。実質収支に関する調書でございます。

歳入総額１３万９，２５１円、歳出総額１３万８，５４２円、歳入歳出差し引き額７０９円、実

質収支額も７０９円でございます。

続きまして、事項別明細で御説明いたしたいと思います。２１１ページをお開きいただきたい

と思います。

歳入の部でございますが、繰越金が７０９円。

繰入金、基金からの繰入金でございますが７万１，４００円。

財産収入、これは基金の利息でございますが６万７，１４２円。

歳入、合わせまして１３万９，２５１円でございます。

続きまして、２１３ページをお開きください。歳出の部でございます。歳出といたしまして、

総務費で一般管理費、委託料といたしまして７万１，４００円、主に排水路等の管理委託をして

おります。２目の建設残土処分場基金費でございますが、積立金といたしまして６万７，１４２

円を基金の方に積み立てております。

歳出合計、合わせまして１３万８，５４２円でございます。

よろしく御審議のほどをお願いいたします。

○議長（森岡 幹雄君） 上下水道課長、松原君。

○上下水道課長（松原 秀和君） 上下水道課長です。

議案に入りますまでに、先ほど決算書１８１ページの分担金のところで、収納率が９９．０５

％というような数字を言ったと思います。これは使用料の間違いでございまして、正しくは９１．

７２％、滞納繰り越し分も１．８７％でございます。御訂正方をよろしくお願いをいたします。

議案第７５号、平成１９年度南部町水道事業会計歳入歳出決算の認定について。

地方公営企業法第３０条第４項の規定により、平成１９年度南部町水道事業会計歳入歳出決算

を別紙監査委員の意見をつけて議会の認定をお願いするものでございます。
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別冊の南部町水道事業会計決算報告書を御用意お願いをいたします。８ページ、事業報告から

入らせていただきます。

総括といたしまして、平成１９年度は建設改良費で水道統合事業ニュータウンポンプ場施設整

備工事、道河内県道改良工事に伴う水道管布設がえ工事を行い、ニュータウンポンプ場施設整備

工事は用地取得等に期間を要し、平成２０年度への建設改良費の繰り越しとなりました。

また、近年にない渇水のために年間を通して米子市からの分水７万９，５８０トン、平成１９

年３月から平成２０年３月までの受水を受けました。

資本的収支及び支出では収入としての起債の発行は、道河内改良工事、ニュータウンポンプ場

建設設計委託で１，４６０万円、起債の繰り上げ償還で５，１６０万円となりました。支出の主

なものといたしましては、道河内県道改良に伴う布設がえ工事９１９万２，０００円、起債償還

１億７７５万１，０００円を支出いたしております。

収益的収入及び支出の主なものといたしましては、水道使用料１億２，８４４万２，０００円、

町より渇水対策補助金といたしまして１，２７４万９，０００円、工事補償金といたしまして７

７８万８，０００円の収入でございます。原水の動力費１，２５７万６，０００円、受水費１，

６６０万３，０００円、配水費の修繕料１，４４４万８，０００円、起債償還利子３，９７７万

６，０００円の支出でございます。

南部町水道事業会計の損益計算におけます当期利益は△の５０６万７，４５６円を計上し、繰

越利益剰余金残高から累計した当年度末利益剰余金合計△の８，０５７万８５１円となっており

ます。

資本的収入が支出額に不足する額５，９９３万３，７６９円は、過年度分損益勘定留保資金で

補てんをいたします。

工事の概要、９ページでございます。職員は２名でございます。それから、工事の概要でござ

います。

本年度資本的経費における建設改良では、道河内県道改良工事に伴う送配水管布設工事９１９

万２，７５０円、管鳥工業に発注かけております。ニュータウンポンプ場設計業務委託６３４万

５，７５０円であります。

修繕工事の主なものは、鴨部地内水道管布設がえ、これは国道改良に伴ったものでございます、

１７８万７，４８６円、道河内地内の送配水管仮設本設工事３１４万８，９５０円、絹屋川工事

に伴います配水管仮設本設工事２３５万９５０円でございます。

給水状況につきましては、給水戸数は２，４１３戸で２１戸の新規加入がございました。
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有収水量は７８万３，７７２トンでございます。対前年度と比較しますと若干の伸びでござい

ます。総配水量は９３万１，１３８トンでございます。有収率８４．２％でございます。前年度

８２．０％でございました。

有収水量の月ごとの内訳は、下段に書いておりますとおりでございます。

それから１０ページ、事業収入支出に関する事項でございます。水道料金でございますが、予

算額に対しまして１億２，８４４万２，９０９円で、比率を９４．１％。その他、収入額が２，

０７４万８，７４７円、１２１．７％でございます。合計で１億４，９１９万１，６５６円、９

７．２％の比率でございます。

事業支出の概要等につきましては、記載をしておりますとおり、執行額１億５，３３７万９，

４８４円でございます。

会計でございますが、企業債の概要につきましては、財政融資資金でございます。本年度借り

入れ８１０万円で、本年度の償還額７，８５６万４，０５０円、うち繰り上げ償還分として４，

２２８万９，９５１円でございました。公営企業債につきましては、本年度借り入れ１，６１０

万円、うち借換債分としまして９６０万円、本年度償還額２，９１８万６，９５０円、うち繰り

上げ償還分１，０６０万２，８９２円でございます。銀行等から本年度財政融資資金の繰り上げ

償還の借りかえ分として４，２００万円の借り入れをしております。前年度末現在１２億７，７

４４万８，２４０円で、本年度借入額６，６２０万円、本年度償還額１億７７５万１，０００円、

本年度末見込み額１２億３，５８９万７，２４０円でございます。

次に、１ページにお戻りください。収益的収入及び支出でございます。

収入でございます。営業収益といたしまして１億３，６３１万７，４０８円、営業外収益とい

たしまして１，２８７万４，２４８円、収入合計１億４，９１９万１，６５６円でございます。

支出につきましては、営業費用でございます。決算額１億９７８万５，１９１円、営業外費用

といたしまして４，３５９万４，２９３円で、支出合計、費用合計１億５，３３７万９，４８４

円でございました。

次、２ページ目は資本的収入及び支出でございます。

まず、収入でございます。企業債でございますが６，６２０万円、工事負担金１０７万１，０

００円、収入合計６，７２７万１，０００円でございます。

支出は、建設改良費といたしまして１，９４５万３，７６９円、企業債の償還金１億７７５万

１，０００円、支出合計１億２，７２０万４，７６９円でございました。下に書いておりますよ

うに、５，９９３万３，７６９円を内部留保資金をもって補てんをするものといたしておるとこ
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ろでございます。

はぐっていただきまして、費用明細書で御説明します。１２ページでございます。

収益、営業収益でございます。水道使用料でございます。１億２，２３２万６，５８３円でご

ざいます。これは現年度分収納率９９．３５％、過年度分１１．８５％でございます。

その他営業収益、手数料８万６，４８０円でございます。これにつきましては１，０８１件の

督促を行ったものでございます。

受託工事収益でございます。７７８万８，０１９円でございます。これの内訳といたしまして

は、県道改良道河内４２８万１，０００円、それから絹屋川１９０万２，０００円、１８０号鴨

部改良１６０万５，０００円でございます。

続きまして、営業外の他会計補助金でございます。１，２７４万９，６６２円、これは渇水対

策補助金として一般会計から受けたものでございます。

それから、特別損益でございます。過年度損益修正益で２，４００円でございますが、これは

前年度の消費税の確定をなされたもので還付になったものでございます。

次、１４ページ、費用でございます。原水及び浄水費でございます。大きなものといたしまし

て委託料２２４万９，８４８円でございますが、これの内訳といたしまして、水質検査で６５万

３，０００円、浄水場の管理等に伴います費用１２４万５，０００円、それから高圧受電の関係

で電気保安委託で２６万２，０００円でございます。修繕料１９７万３４９円でございますが、

これは主にポンプ修理等々で１２件行ったものでございます。大きなものでいいますと、第３水

源のポンプ修繕で５４万２，７９８円でございます。それから、動力費でございます。動力費１，

１９７万６，４４３円でございます。これは各水源並びに落合浄水場、絹屋、伐株等、それから

ニュータウン等々で伴いました動力費で、大きなものといたしましては落合浄水場の６３６万４，

０００円が大きな額でございます。薬品につきましては次亜塩素でございます。賃借料につきま

しては６人の方に２０万４，０００円、それから中電に１万９，０００円、これは添架の関係の

占用でございます。それから、受水費でございます。１，５８１万２，４６０円でございます。

これにつきましては２月使用分まででございます。３月分につきましては４月以降の請求となり

まして、２０年度にお支払いをすることにしております。

それから、配水及び給水費でございます。修繕１，３７５万９，３８６円でございますが、全

体で１０５件のそれぞれ修繕を行っております。大きなものといたしましては、鴨部の布設がえ

１７８万７，０００円、それから絹屋川１２８万７，０００円が大きなものでございます。

それから、総係費でございます。給料、手当、法定福利等につきましては２名分のものでござ
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います。委託料、下から２段目でございます。１３２万３，６９２円でございますが、これの大

きなものといたしましてはメーター検針の委託、シルバーさんにお願いをしております１０２万

３，０００円、それから企業会計システム３０万円、これが大きなものでございます。次、１６

ページでございます。１６ページで負担金１７６万８６１円でございますが、これは退職手当組

合の負担が主なものでございます。それから、保険料並びに公課費、燃料費につきましては２台

分のもので使用したものでございます。

減価償却費でございます。これにつきましては１８ページに明細をつけております。４，０７

６万７，３２７円。

資産減耗費４，６４８円でございます。

それから、営業外費用でございます。これにつきましては企業債利息で３，９７７万５，６８

３円でございます。

雑支出でございます。９８万８，４９８円でございますが、これは消費税の精算金ということ

で支出をいたしております。

それから、特別損失でございます。過年度損益修正損２万９，８７１円でございますが、これ

は漏水、宅内漏水等に伴います還付金に充てたものでございます。

費用合計１億４，８１４万５，１８６円でございます。

１８ページには固定資産の明細書をつけております。真ん中どころに当年度償却額合計４，０

７６万７，３２７円でございます。

それから、一番最後に企業債の明細書を添付をいたしております。

以上、簡単でございましたけども説明をいたしました。御審議方よろしくお願いをいたします。

○議長（森岡 幹雄君） 若干時間が経過をいたしておりますけども、説明を受けてから休憩をと

りたいと思いますので、引き続き提案の説明をお願いします。

病院事業管理者、三鴨君。

○病院事業管理者（三鴨 英輔君） 病院事業管理者です。

議案の１３ページ、議案第７６号、平成１９年度南部町病院事業会計歳入歳出決算の認定につ

いて。

地方公営企業法第３０条第４項の規定により、平成１９年度南部町病院事業会計歳入歳出決算

を別紙監査委員の意見を付して議会の認定に付します。

別紙議案、平成１９年度の南部町病院事業会計決算報告書というのを見ていただきたいと思い

ます。
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まず１ページ、平成１９年度南部町病院事業決算報告書。１の、これは数値は税込みでありま

す、収益的収入及び支出の、まず収入。第１款病院事業収益。医業収益と医業外収益を加えまし

て、決算額計１９億８，８２８万１，８３０円、予算に対しまして１億７，４９８万８，１７０

円の減。

次、支出。第１款病院事業費用。医業費用と医業外費用を加えまして、決算額２１億３，３０

５万９，２３５円、予算に対しまして４，４８３万１，７６５円の増であります。

次、２ページ、お願いいたします。資本的収入及び支出。上段が収入であります。第１款資本

的収入。補助金、企業債合わせまして決算額８２７万３，０００円、予算額どおりであります。

次、支出。第１款資本的支出。建設改良費、企業債償還金、合わせまして決算額１億４２５万

８，５９８円、予算に対しまして２１１万５，４０２円の増であります。

この資本的収入の８２７万３，０００円と資本的支出の差額、これは不足額になるわけですが、

９，５００万円は過年度分の損益勘定留保金で補てんをいたします。

次、損益計算書であります。この数値は税抜きであります。１番の医業収益であります。入院

収益と外来収益、その他医業収益、合わせまして１６億８，１６２万６，７８２円。

２番の医業費用。給料、材料費、経費、減価償却費、資産減耗費、研究研修費、合わせまして

２０億１，２１８万３，６７４円。医業利益でありますが、医業収支差額は△の３億３，０５５

万６，８９２円であります。

次、３番の医業外収益。受取利息配当金、他会計補助金、患者外給食収益、その他医業外収益、

合わせまして３億２４８万１，４５３円。

４番の医業外費用。支払い利息及び企業債取扱諸費、患者外給食材料、その他医業外費用、合

わせまして１億１，５３５万９５４円。医業外利益、医業外収支差額になりますが、これは１億

８，７１３万４９９円。

当年度純利益△１億４，３４２万６，３９３円になります。

次、４ページをお願いいたします。平成１９年度南部町病院事業剰余金処分計算書。

利益剰余金の部でありますけども、１番の前年度末処分利益剰余金△の７億６，６０２万４，

３２５円、当年度純利益△の１億４，３４２万６，３９３円、合わせまして△の９億９４５万７

１８円。

平成１９年度南部町病院事業剰余金処分計算書（案）。同額のマイナス９億９４５万７１８円

を翌年度に繰り越しさせていただきます。

次、貸借対照表であります。資産の部。固定資産。有形固定資産、合計４７億５，７９６万７，

－５２－



９４４円、投資２０万円、合わせまして固定資産合計４７億５，８１６万７，９４４円。

次に、流動資産。現金預金、未収金、貯蔵品、合わせまして３億７，４１７万４８１円。

資産の合計５１億３，２３３万８，４２５円であります。

次、はぐっていただきまして６ページ、負債の部。３番の固定負債、これはございません。

４番の流動負債、一時借入金はございません。未払い金、合わせまして流動負債合計が６，１

２６万７４９円であります。

この流動資産の３億７，４００万と流動負債の６，１００万を引きますと３億１，２００万、

これが余裕金であります。

次、資本の部でありますが、資本金、自己資本、繰入資本、それに企業債、合わせまして資本

金合計５１億６，４３０万１，０８８円。

６番の剰余金。資本剰余金。これは補助金と他会計負担金と受贈財産評価額、その他を合わせ

まして資本剰余金合計額７億９，６８１万１，３０６円。次に、利益剰余金。この中に減債積立

金、利益積立金、当年度未処分利益剰余金、利益剰余金が△の８億９，００３万４，７１８円。

剰余金の合計額、資本合計額、負債資本合計額が合わせまして５１億３，２３３万８，４２５

円になります。

次、はぐっていただきまして８ページ以降には、これの明細並びに事業報告でありますけども、

平成１９年度、御案内のように昨年の５月、内科医師１名が突然退職し、町内で開業するという

想定外の事業でスタートいたしました。この医師不足の中で残った医師を中心に職員がよく頑張

ってくれ、また町民の皆様の病院に対する信頼をいただき、実質的には現金を伴わない、資金ベ

ースで約４，０００万円の黒字計上とすることができました。一時的な不良債権借り入れ、こう

いったものは一銭もございませんので、まずまずの健全経営運営をさせていただいたのではない

かなと思っております。

以上、簡単でありますけども病院会計の説明を終わります。よろしく御審議のほど、お願いい

たします。

次に、議案第７７号、議案の１４ページをお願いいたします。平成１９年度南部町在宅生活支

援事業会計歳入歳出決算の認定について。

地方公営企業法第３０条第４項の規定により、平成１９年度南部町在宅生活支援事業会計歳入

歳出決算を別紙監査委員の意見を付して議会の認定に付します。

別紙資料、南部町在宅生活支援事業会計決算報告書をごらんいただきたいと思います。

まず、１ページでありますが、この数値は税込みであります。平成１９年度南部町在宅生活支
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援事業決算報告書。まず１番、収益的収入及び支出。収入の部でありますが、第１款の在宅生活

支援事業収益、訪問看護収益とその他収益を合わせまして決算額２，３４３万２，７０７円、予

算に対しまして６万７，７０７円の増。

次に、支出でありますが、第１款在宅生活支援事業費用であります。訪問看護費用、その他費

用を合わせまして決算額２，１１１万７，２７４円、予算対比２２４万７，７２６円の増であり

ます。

この決算額、収入と支出の差額２３１万５，４３３円になります。明細は、この資料の８、９

ページに載せております。ごらんいただきたいと思います。

次、２ページをごらんください。平成１９年度南部町在宅生活支援事業損益計算書。主なもの

を千円単位で説明をさせていただきます。

まず、１番の訪問看護収益でありますが、介護保険分が１，０１４回、医療保険分が１，７３

０回分、合わせまして２，３４２万９，４０９円。

２番の訪問看護費用でありますが、給与、その他経費、合わせまして２，１０４万２，２６６

円。訪問看護利益が２３８万７，１４３円になります。

３番、その他の収益があります。これが３，２９８円。

その他費用でありますが７万５，０００円。その他利益、マイナスの７万１，７１０円。

当年度純利益２３１万５，４３３円の黒字ということでございます。

次、３ページでありますが、平成１９年度南部町在宅生活支援事業剰余金処分計算書並びに剰

余金処分計算書（案）をお願いします。

まず、計算書でありますが、１番、前年度未処分利益剰余金５４３万７０２円、当年度純利益

２３１万５，４３３円、これを合わせまして７４４万６，１３５円。

この同額の７７４万６，１３５円を翌年度に計上させていただきます。

貸借対照表、４ページ、５ページは省略させていただきます。

大変簡単でありますけども、以上、よろしく御審議のほど、お願いいたします。

○議長（森岡 幹雄君） 決算認定に関する説明を全部終わりましたので、ここで休憩をとりたい

と思います。随分時間経過いたしましたから、再開は３時４５分再開をしたいと思いますので、

御参集賜るようお願いをいたします。

休憩いたします。

午後３時２０分休憩
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午後３時４５分再開

○議長（森岡 幹雄君） 休憩前に引き続いて、会議を再開いたします。

決算に関しての説明をいただきました。ここで平成１９年度一般会計、特別会計及び事業会計

について決算審査の意見書が提出されておりますので、審査の結果について監査委員の報告を求

めます。

須山監査委員。

○監査委員（須山 啓己君） 監査委員の須山でございます。南部町の決算定例議会を迎えまして、

平成１９年度の一般会計及び特別会計の決算に対する審査の報告をさせていただきます。

私は、この５月からの監査委員就任でございまして、今回が初めての決算審査報告となります。

なれないものですからお聞き苦しい点もあろうかと思いますが、何とぞ御容赦くださいますよう

お願いいたします。

さて、皆様方には本町町政につきまして、行政と議会が一体となって御尽力いただいておりま

すことに対し、厚く御礼申し上げる次第でございます。

南部町は合併をいたしましてから４年を迎えようとしておりますが、この間、地方自治体を取

り巻く環境は少子高齢化の進展や産業の大都市の集中により、より財政の格差が拡大しつつある

状況となっております。しかしながら、地方には地方のよさがございます。こうありたいという

将来像をしっかりと見据えて、従来のやり方にとらわれることなく、地方自治のあるべき姿を常

に念頭に置きながら地域の活性化を推進していただきたいというふうに思っているところでござ

います。

それでは、地方自治法第２３３条第２項の規定に従いまして、平成１９年度南部町一般会計及

び特別会計の歳入歳出決算並びに証憑書類、平成１９年度南部町事業会計決算及び証憑書類、並

びに地方公共団体の財政健全化に関する法律第３条第１項の規定による、平成１９年度健全化判

断比率及び算定基礎書類の監査結果について御報告いたします。

お手元にお配りしてあります平成１９年度南部町一般会計、特別会計及び事業会計の決算監査

意見についてという資料を見ながらお聞きください。

決算の審査に当たりましては、平成２０年７月２３日から８月４日までの９日間、南部町法勝

寺庁舎及び西伯病院におきまして、議会選出の宇田川議員とともに審査を実施いたしました。

審査の対象は、平成１９年度の一般会計、特別会計及び事業会計と、財政健全化法に規定する

財政健全化判断比率及びその基礎書類でございます。

審査の概要は、審査対象について。１つ、計数は正確で誤りはないか。２つ、予算の執行は関
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係法令及び議会の趣旨に沿って、効率的かつ的確になされているか。３つ、収入、支出事務は諸

規定に準拠し、正確に執行されているか。４つ、財産の取得管理及び処分は適正に処理されてい

るか。５つ、財政指標の算定に客観性及び正確性があるか。などの諸点にわたり、関係の帳簿や

証拠書類の照合を行うとともに関係書類の提出を求めまして、関係部局の説明を聴取しながら慎

重に実施いたしました。

審査のための説明を求めましたのは、町長部局では総務課、税務課、企画政策課、上下水道課、

建設課、町民生活課、健康福祉課、議会事務局、産業課であります。また、教育委員会事務局、

西伯病院事務局、農業委員会事務局、選挙管理委員会事務局及び監査委員事務局に説明を求めま

した。

次に、審査の結果について御報告いたします。まず、一般会計と特別会計について報告いたし

ます。

町長より提出されました決算書に基づき、歳入歳出に関する帳簿及び証拠書類を照合審査しま

した結果、決算計数はいずれも符合しており、誤りのないものと認めました。また、基金の運用

状況を示す書類の計数につきましても関係する帳簿及び証拠書類と符合しており、誤りのないこ

とを確認いたしましたので御報告いたします。

次に、個別意見に移らせていただきます。まず、一般会計及び特別会計の概要でございます。

監査意見書の一般会計３ページの５項、決算収支の状況を御参照ください。

平成１９年度の各会計別実質収支では、一般会計が１億６，８１０万４，６４７円、特別会計

では住宅資金貸し付け会計が２２万５，９３７円、墓苑会計が６４０円、国民健康保険会計が５，

０９０万８，９３１円、老人保健会計が２，７９２万７，８３２円、簡易水道会計が３，２１０

万７，４１５円、公共下水道会計が２５８万７，１８２円、農業集落排水会計が１０万３，４６

６円、浄化槽会計が６５５万８，０６７円、建設残土処分会計が７０９円となっております。こ

のほか介護サービス会計の実質収支はゼロ円であります。

次に、会計別決算額の対前年度伸び率について御報告します。監査意見書の一般会計３ページ

の４項、会計別歳入⋞歳出前年度比較を御参照ください。

一般会計の歳入は前年度比１４．５％の減、歳出が１５．１％の減。住宅資金貸し付け会計の

歳入は前年度比３３．５％の減、歳出は３３．６％の減。墓苑会計の歳入は前年度比１０．８％

の減、歳出が１０．７％の減。国民健康保険会計の歳入は前年度比１６．０％の増、歳出が１２．

７％の増。老人保健会計の歳入は前年度比０．７％の増、歳出が４．１％の減。介護サービス会

計の歳入は前年度に比較し１５２％の増、歳出が同じく１５２％の増。簡易水道会計の歳入は１
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０１．３％の増、歳出が７６．５％の増。公共下水道会計の歳入は前年度比１０．２％の減、歳

出が３．７％の減。農業集落排水会計の歳入は２０．８％の増、歳出が同じく２０．８％の増。

浄化槽会計の歳入では５．８％の増、歳出が３．３％の減。建設残土処分会計の歳入では９４．

４％の増、歳出が９５．８％の増となっております。

次に、監査意見書の一般会計４ページの６項でございます。一般会計歳入費目別内訳を御参照

ください。

一般会計の対前年度比較で歳入の伸びが大きかったものは、財産収入が１９９．４％、利子割

交付金が１６．３％、配当割交付金が１５．７％、町税が１０％の伸びとなっております。増加

金額の大きなものは、町税が８，７３９万円、財産収入が６，２４７万４，０００円、地方交付

税が５，４７２万８，０００円となっております。これに対しまして歳入の減額比率の大きなも

のは、寄附金が９９．２％の減、繰入金が９４．２％の減、地方特例交付金が６６．９％の減、

町債が５０．７% の減でありまして、減少額の大きなものは、町債の６億２５０万円、繰入金の

３億７，１２９万１，０００円となっております。

同じく同ページ、４ページの７項、一般会計歳出性質別内訳を御参照ください。

一方、歳出の方で増額率の大きなものは、公債費が１０．１％、人件費が３．１％であり、増

加金額の大きなものは、公債費の１億９５３万３，０００円であります。これに対しまして歳出

の増減率の大きなものは、普通建設業費が６１．１％の減、災害復旧費が５４％の減、維持補修

費が４３．８％の減であり、減少額の大きなものは、普通建設業費が８億９，６１０万７，００

０円の減、補助費等が１億３，４６６万９，０００円の減、災害復旧費が７，９７６万９，００

０円の減、積立金が７，０４６万円の減となっております。

次に、一般会計の審査意見に移らせていただきます。

審査意見その１、財政指標から見ますと経常収支比率は、平成１８年度が８７．９％であった

のに対しまして、平成１９年度は８８．４％でありました。平成１７年度の経常収支比率が９２

％であったことから見ても、改善されつつあるとはいえ、８０％を超えると財政構造の弾力性を

失いつつあると言われていることから、依然として高い指数を示しておりまして、注視すべき状

況にあると言えます。

その２、平成１９年度の基金財高は１８億８，３１８万９，０００円であり、１８年度の１７

億１，３９４万９，０００円から見ますと、１億６，９２４万円が基金に積み立てられました。

また、財政調整基金については、１９年度中に６，６６２万７，０００円を積み立て、１９年度

末現在で４億５６４万１，０００円の基金積み立てとなっております。また、肉牛特別導入事業
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基金が本年度末をもって廃止されております。現下の厳しい地方財政の状況から地方交付税など

の大きな財源の増加は見込めず、引き続き歳出の徹底した見直しや歳入の積極的な確保対策を図

ることが必要であります。

その３、滞納対策については、現年分の収納率が今後の滞納額につながることから、現年分の

収納率向上に向けて特段の努力を要望するものであります。また、町民の不公平感が損なわれな

いよう、引き続き滞納の発生防止の事前指導を徹底するとともに、分納を勧めるなど個々に応じ

た一層納入しやすい対策を講じるなどして、早期回収に努力されることをお願いする次第でござ

います。

その４、公用自動車の管理は各課に配置され、維持管理費がそれぞれの所属課で支出されてお

ります。一括して管理する方が車検等の費用、手続、管理の面からより有効となる場合がありま

す。経費の節減と効率的な活用について検討されることをお願いいたします。

その５、東長田農村公園と東長田山村交流施設は、同一敷地にあるにもかかわらず産業課と教

育委員会でおのおの維持管理されております。これは補助事業で設置した課が引き続き管理を行

っているためでありますが、効率的な管理、運用面から一体的な管理の検討をお願いする次第で

ございます。

その６、法勝寺中学校、会見小学校には蓄熱暖房設備が配置されております。導入当初想定さ

れましたランニングコストなど維持管理のメリットに対して、実際に使用した結果、その効果は

どうであったのか、計画と実績との比較検証が不十分でございました。この事案に限らず、すべ

ての行政事業に共通して言えることでありますが、その事業の目的が果たされているのか、その

効果や費用はどうであったのかということについて検証することは、事業展開をする上で必要不

可欠であります。事業実施後の事業評価について検証する仕組みづくりに着手されることを要望

いたします。

その７、行政の組織力を高めていくためには事業評価を確実に行い、その都度費用対効果を検

証することが有効な手段の一つであります。事業の目的や到達点、現在の位置などを明らかにし、

組織の共通事項として総合的な事業展開を図られることをお願いいたします。

次に、特別会計の審査意見に移らせていただきます。

その１、墓苑事業特別会計では、一般会計より１６５万円を繰り入れております。除草等の墓

苑の維持管理運営費を支出する墓苑管理費７８万５，０００円に対し、手数料収入は６９万円で

ありました。墓苑の管理を目的とする本会計の性格上、草刈り等の維持管理費については加入者、

つまり受益者の負担とされるよう要望いたします。また、平成２３年度には起債償還を終えるこ
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とにあわせ、指定管理について検討されることを要望する次第です。

その２、住宅資金貸付事業特別会計では現年の徴収率が、住宅資金貸し付けでは６８．７％、

宅地資金貸し付けは６３．４％でありました。担当者が毎月徴収に回るなどして努力をされてい

るところでありますが、他会計に比べ徴収率が低率であります。徴収体制を強化するとともに、

保証人に協力を求め共同しての徴収や保証人への債務の肩代わりなど、抜本的な対策を検討され

ることを要望いたします。

その３、簡易水道事業特別会計は本年度で廃止され、平成２０年度から水道事業会計へ統合さ

れます。本会計の未収金、未払い金を含め、歳入総額から歳出総額を差し引いた３，２１０万７，

４１５円が、簡易水道基金の４，０１３万１，０００円とともに水道事業会計へ引き継がれるこ

とになるため、その移管事務につきまして遺漏のないよう適切に執行されることを要望するもの

です。

次に、滞納対策に関する審査意見を申し上げます。審査意見書の一般会計５ページ、未収金の

状況を御参照ください。

滞納に伴う収入未済額につきましては、一般会計及び特別会計の総額で２億３，８５６万２，

０００円でありまして、前年度の２億２，６８１万５，０００円に比べ１，１７４万７，０００

円増加しております。今後も徴収活動を強化されるとともに、特に現年の徴収率向上に取り組み、

滞納改善に一層の努力をお願いするものです。

また、昨年に引き続きまして、本年度も１，８３５万６，０００円の不納欠損処理、これは国

民健康保険税の不納欠損も含んでおりますけれども、を行っております。平成１８年度の不納欠

損処理額は３，４１２万４，０００円でありました。やむを得ないものであるとはいえ、町の限

られた収入の減少でございます。好ましいことではありません。したがいまして、その執行に際

しましては未収金管理、滞納整理を徹底し、不納欠損に至るまでの徴収事務全般について適正な

執行を図られますよう要望するものです。

次に、財政健全化判断比率の状況について述べさせていただきます。監査意見書７ページの財

政健全化判断比率の状況を御参照ください。

平成１９年６月に成立しました地方公共団体の財政の健全化に関する法律、いわゆる財政健全

化法でございますが、この法律により町長より提出されました健全化判断比率及び資金不足比率

について基礎資料等に基づいて審査を行いました。その概要と早期健全化の基準値は以下のとお

りでございます。

健全化判断比率としまして、１つ、実質赤字比率、基準値が１５％。２つ、連結実質赤字比率、
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基準値は２０％。３つ、実質公債費比率、基準値は２５％。４つ、将来負担比率、基準値は３５

０％でございます。財政の健全化判断はこれら４つの指標から成り、いずれか１つでも早期健全

化基準以上になると早期健全化団体となり、財政健全化計画を定めなければなりません。また、

将来負担比率を除く３つの指標のいずれか１つでも財政再建基準以上になりますと、財政再建団

体となり、財政再建計画を策定しなければならないことになっております。また、病院事業や水

道事業などの公営企業の経営の健全化では、５番目といたしまして資金不足比率、基準値は２０

％が設定されておりまして、経営健全化基準を超えると経営健全化計画を定めることになるわけ

でございます。

さて、健全化指標に関する監査意見でございます。

1 つ目の実質赤字比率については、平成１９年度の実質赤字比率は実質収支が黒字であったた

めに計上されておりません。したがいまして、早期健全化基準の１５％と比較すると、これを下

回っております。

２つ目の連結実質赤字比率については、平成１９年度の連結実質赤字比率は連結実質収支が黒

字であるため計上されておりません。早期健全化基準の２０％と比較すると、これを下回ってお

ります。

３つ目の実質公債費比率につきましては、平成１９年度の実質公債費比率は１７．２％となっ

ており、早期健全化基準の２５％と比較しますと、これを下回っております。

４つ目の将来負担比率につきましては、平成１９年度の将来負担比率は１６０．８％となって

おり、早期健全化判断基準の３５０％と比較しますと、これを下回っております。

５つ目の資金不足比率につきましては、水道事業会計、病院事業会計、在宅生活支援事業会計、

ともに資金不足の計上はされておりません。したがって、早期健全化基準の２０％と比較すると、

これを下回っております。

以上、財政健全化法が確認を求めます５つの健全化判断基準に対し、いずれも早期健全化の基

準内であることを確認いたしましたので御報告いたします。

次に、水道事業会計の説明に移ります。まず、水道事業会計の概要でございます。監査意見書、

水道病院、１ページの水道事業比較損益状況を御参照ください。

収支決算では５０６万７，０００円を当年度純損失が計上されております。

総収益が平成１８年度の１億２，４０８万３，０００円に対しまして、平成１９年度は１億４，

３０７万８，０００円で、１５．３％の増となっております。このうち営業収益は、平成１８年

度が１億２，３８５万９，０００円であるのに対し、平成１９年度は１億３，０２０万１，００
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０円で、５．１％の増となっております。

総費用では、平成１８年度が１億３，３３２万１，０００円であったのに対し、平成１９年度

では１億４，８１４万５，０００円で、１１．１％の増となっております。営業費用では、平成

１８年度の９，１１１万１，０００円に対し、平成１９年度は１億７３５万１，０００円で、１

７．８％の増となっております。

収益的収入及び支出で主なものは、営業収益の給水収益１億２，２３２万７，０００円の収入

と、営業費用の原水及び浄水費が３，２６１万３，０００円、営業外費用としまして起債償還利

息の３，９７７万６，０００円の支出でございました。

次に、水道事業会計の審査意見について述べさせていただきます。

１つ、有収率の向上について、１８年度の決算審査講評で８５％の有収率目標をお願いしてお

りましたが、１８年度の有収率８２％から、１９年度は８４．２％へと向上しており、好ましい

結果となっております。今後も漏水等の不明水解消に努められ、漏水箇所の早期把握や早期修繕

について対策を強化することを要望する次第でございます。

２つ目としまして、給水停止措置も含めた水道料金徴収に努力された結果、本年度の未収金は

７９５万３，０００円であり、前年度より１８万円未収金が減少いたしました。引き続き滞納の

発生防止の事前指導の徹底を図り、他の住民との公平感が損なわれないよう厳正に対処されると

ともに、水道事業の健全運営に向けて、なお一層の努力を要望するものでございます。

次に、病院事業会計でございます。病院事業会計の概要は監査意見書、水道病院、３ページの

病院事業比較損益状況にまとめておりますので御参照ください。

当年度の純利益を見ますと、１８年度が７，３３４万２，０００円の純損失であったのに対し

まして、平成１９年度は１億４，３４２万７，０００円の純損失となっております。

総収益は、平成１８年度が１９億８，７８２万２，０００円に対しまして、平成１９年度は１

９億８，４１０万８，０００円で、０．２％の減となっております。その主体をなす医業収益を

見ますと、平成１８年度が１７億１，４８７万円に対しまして、平成１９年度は１６億８，１６

２万７，０００円で、１．９％の減となっております。これは入院患者や外来患者が減少したこ

とが大きな原因となっております。

総費用では、平成１８年度の２０億６，１１６万４，０００円に対しまして、平成１９年度は

２１億２，７５３万５，０００円で、３．２％の増となっております。うち医業費用では、平成

１８年度が１９億４，９１６万８，０００円に対し、平成１９年度では２０億１，２１８万４，

０００円で、３．２％の増となっております。
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次に、病院事業会計の審査意見について申し述べます。

１つ、前年に比べ入院患者数は１，６７８人の減、６万６，６３５人であり、外来患者数は２，

４３０人減の６万５，６６１人となりまして、患者数が減少しております。診療科別で見ますと、

内科外来患者の４，３４２人の減少が最も大きいものでございます。その主な原因は、医師の退

職とそれに伴う補充配置ができなかったためであり、早期に医師を確保するとともに、町を挙げ

ての利便性の向上に取り組むことで利用者の増を図られることを要望いたします。今後も厳しい

病院経営が予測されますが、病院経営の安定に向け一層努力されるよう要望するものでございま

す。

２つ、町民の大きな期待にこたえ、安全⋞安心を提供する保健⋞医療の拠点として町内各医療

機関とも連携され、職員一体となって町民に信頼される魅力ある病院づくりに邁進されることを

切望するものでございます。

最後に、在宅生活支援事業会計について報告いたします。まず、在宅生活支援事業会計の概要

でございます。同じく水道病院、６ページの在宅生活支援事業比較損益状況を御参照ください。

収支決算では２３１万５，０００円の当年度純利益が計上されております。

総収益は、平成１８年度２，３０８万５，０００円に対しまして、平成１９年度は２，３４３

万２，０００円でありまして、１．５％の増となっております。一方、総費用は、平成１８年度

２，０８３万４，０００円に対しまして、平成１９年度は２，１１１万７，０００円であり、１．

４％の増となっております。訪問看護収益を前年度と比較しますと、収益では居宅介護が７４０

万１，０００円で、５．７％の増、訪問看護療養が１，６０２万８，０００円で、０．３％の減

となっております。費用で見ますと、訪問看護費用は２，１０４万２，０００円で、１．４％の

増となっております。患者数では、居宅介護が１，０１４人で、７．６％と増加しておりますが、

訪問看護療養が１，７３０人で、５．３％減少しております。全体としましては２，７４４人で

ありまして、昨年度に比べ２４人減少しているという状況となっております。

収支合計では、前年度２２５万１，０００円であったものが、今年度純利益は２３１万５，０

００円で、対前年度比で２．８％の増となっており、順調に業績が伸びております。

在宅生活支援事業会計の審査意見は、１項のみでございます。

在宅生活支援事業は、西伯病院の機能を活用して在宅での生活を支援する事業であります。患

者数はほぼ横ばいでありますが、黒字決算であります。このまま堅調な運営を維持されることを

要望する次第でございます。

以上で、平成１９年度決算審査の報告を終わらせていただきますが、決算審査に当たりまして
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は各部局の責任者の方及び担当の方から、会計別歳入歳出の決算書とともに各事業についてその

目的、財源内訳、予算総額及び決算額の前年度対比など、実に５５０ページを超える事業報告資

料を準備していただき、説明をいただきました。また、財政健全化法に定める健全化判断比率に

つきましても膨大な算出資料の作成に基づき、判断比率の作成を願ったわけでございます。審査

の中では、今回の審査意見書に反映していない意見も忌憚なく述べさせていただいております。

今回の審査にかかわる資料や意見を有効に活用されまして、今後の町政に役立てていただきま

すようお願いいたしまして、平成１９年度審査報告を終わらせていただきます。ありがとうござ

いました。

○議長（森岡 幹雄君） 以上で、代表監査委員、須山啓己君からの監査報告を終わります。

引き続いて提案説明を求めます。

副町長、藤友君。

○副町長（藤友 裕美君） 議案第７８号、南部町議会の議員の報酬及び費用弁償等に関する条例

の一部改正について。

次のとおり南部町議会の議員の報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正することについ

て、地方自治法第９６条第１項第１号の規定によって、議会の議決をお願いをいたすものでござ

います。

本条例の一部改正でございますが、これはことしの６月に地方自治法の一部を改正する法律が

公布をされまして、議員活動の範囲の明確化及び議員の報酬に関する規定の整備が行われたもの

でございます。これに伴いまして議員の報酬の名称が、これまでの「報酬」から「議員報酬」に

改められました。また、他の委員の報酬との区別が行われたため、本条例中にある「報酬」を

「議員報酬」ということに改正をするものでございます。

この条例の施行日は、公布の日からといたしております。

また、地方自治法の一部を改正する条例の施行日が平成２０年９月１日であることから、附則

第２項におきまして経過措置を設けたものでございます。

さらに、附則の第３項におきまして、同じ議員の報酬について記載のある南部町特別職報酬等

審議会条例について、表現の同様の改正を行っているものでございますので、以下、よろしく御

審議を賜りますようお願い申し上げます。

○議長（森岡 幹雄君） 総務課長、陶山君。

○総務課長（陶山 清孝君） 総務課長です。南部町の一般会計補正予算を御説明いたします。

別冊になっておりますので、御用意いただけますでしょうか。

－６３－



申し上げます。

議案第７９号

平成２０年度南部町一般会計補正予算（第３号）

平成２０年度南部町の一般会計補正予算（第３号）は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算の補正）

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３６，０３５千円を追加し、歳入歳出予算の総

額を歳入歳出それぞれ６，７９４，８４５千円とする。

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金

額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。

平成２０年９月５日 南部町長 坂 本 昭 文

それでは、内容について御説明いたします。

説明の内容に入ります前に、このたびの補正の内容の主なものをまず御説明いたします。

まず１点、がんばれふるさと寄附をしていただいた方に対しまして、お礼等をするための経費

５０万円を計上しております。２点目、ナシの新品種の導入を進めるための助成事業で、次世代

鳥取梨産地育成補助事業に６９０万８，０００円をお願いしております。３点目、税源移譲によ

り、平成１９年に所得が減って所得税が課されなくなった方に、住民税を還付するための不足分

１，０１９万４，０００円を計上しております。４点目、大木屋分校の体育館の解体と、教室棟

の改修に要する費用２９６万６，０００円を計上しております。以上が主なもので、その他につ

きましては予算組み替えを中心にしております。

それでは、歳出から説明させていただきます。１０ページをお開きください。総務費、総務管

理費、７目財産管理費でございます。上段の委託料で伐採作業委託料３０万６，０００円は、西

町地内の民家に樹木が覆っていると、これは南部町の土地でございまして、これを伐採するため

の費用でございます。同じく工事請負費をごらんください。喫煙室設置工事６６万５，０００円

でございます。現在は庁舎内では全面禁煙ということになっておりますが、喫煙場所がないため

玄関の外を喫煙場所としております。しかし、完全に分煙ができていない状態でございますので、

このたび車庫棟内に喫煙室を整備したいというものでございます。その下、荒廃墓地整備工事６

５万４，０００円でございます。天萬庁舎車庫棟の近くに竹が生い茂った荒廃した墓地がござい

まして、この所有権が現在の南部町というぐあいに考えられます。近接の墓地の所有者の方から
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苦情がありまして調査したところ、そのようになっておりまして、所有者として管理をする必要

があるという判断になりました。これまで除草作業等してきましたけれども、将来的なことを考

えますと一定の工事を必要というぐあいに判断いたしまして、整備費用を計上しております。そ

の次は、大木屋分校整備工事費２９６万６，０００円でございます。大木屋分校は本年度から普

通財産となりました。体育館を解体し、教室棟はこれまで大木屋集落の皆様が使っていただきま

したように、集会所として利用できるよう改修をし、さらに、地域に譲渡したいというぐあいに

考えております。

次は、１５目さくら基金費でございます。報償費の５０万円でございます。冒頭申し上げまし

たようにふるさと基金制度が始まりまして、寄附をしていただいた方にお礼をする自治体が近隣

でも非常にふえてまいりました。特産品の宣伝、南部町でいいますとナシやカキやイチジク等に

なりますけれども、そのような宣伝効果も兼ねてお礼として贈答する予算をお願いしております。

もちろん送料等もありますので、考えております範囲は５，０００円程度と考えております。そ

の下に、需用費の消耗品費１８万１，０００円でございます。印刷製本費４３万２，０００円で

ございます。宣伝用の旗だとかチラシの印刷、封筒等の印刷に必要な費用でございます。

次は、下段の２１目諸費でございます。償還金、利子及び割引料の町税の還付金１，０１９万

４，０００円は、平成１９年に所得が減って所得税が課税されなくなった方に、既に納付済みの

平成１９年度分の住民税から、税源移譲により増額となった住民税相当額を還付するというもの

でございます。本町では還付見込み人数は約５５０人、還付額は県民税を含めて１，４６９万３，

８００円となっております。当初予算では４５０万程度見込んでおりましたが、この差額１，０

１９万４，０００円をお願いするものでございます。

１１ページをお開きください。上段、１目税務総務費でございます。６月議会で家屋の全棟調

査をする費用をお願いしておりました。体制の検討をした結果、臨時職員２名、シルバー人材セ

ンター１名で対応することに決定し、その組み替えをお願いするものでございます。

次に、選挙費でございます。３目の町長⋞町議会議員選挙費は、需用費で消耗品費７万６，０

００円、印刷製本費９万円の追加をお願いするものでございます。

４目の農業委員会選挙費は、７月に終わりましたので不用額を整理するものでございます。

次に、１２ページの社会福祉費、２目障害者福祉費でございます。負担金補助及び交付金の障

害者グループホーム夜間世話人等配置事業補助金２６万６，０００円は、利用者の１名増による

追加でございます。その下の臨時特例基金特別対策事業補助金５２万２，０００円の減は、事業

円滑化事業分を同額扶助費に組み替えたための組み替え予算でございます。その下に扶助費がご
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ざいます。更生医療助成８４万５，０００円は、４月から県の特別医療制度の見直しがありまし

た。その結果、県の特別医療と国の更生医療とが一部重複する制度がありましたので、その制度

見直しとして今回追加補正を計上するものでございます。

次、４目高齢者福祉費でございます。委託料の長寿健康増進介護予防運動教室委託料４０万６，

０００円は、後期高齢者医療広域連合の補助事業でございまして、介護予防の必要な方に対する

運動教室の委託料でございます。扶助費の単独介護用品助成は、当初予算時の見積もりが低かっ

たというものでございまして、大変申しわけありませんが昨年実績をもとに補正をお願いするも

のでございます。

民生費、児童福祉費、２目の児童措置費の委託料８１万１，０００円は、１歳児１名分の広域

入所費用でございます。

５目保育園費の報酬、賃金は、組み替えでお願いするものでございます。

１３ページをお開きくださいませ。中ほど農林水産業費、農業費でございます。５目農業振興

費でございます。負担金補助及び交付金の次世代鳥取梨産地育成補助金６９０万８，０００円は、

冒頭申し上げましたように、本年度から県が新品種の導入を促進するために始めた事業でござい

ます。本町も新品種の産地化を早期に進めるため、単独で補助率のかさ上げを行うための予算を

含めてお願いしております。

次、１４ページをお開きください。２目道路新設改良費でございます。ここの予算は道路改良

事業４路線で、事業費はそのままで組み替えをお願いしておるところです。

１５ページをお願いします。１目非常備消防費でございます。行政無線戸別受信機の修繕９０

万円と、購入費７６万２，０００円は、地域振興協議会を通じて無線機の点検を呼びかけていた

だきました。当初予算を上回る申し込みがあったためのお願いでございます。

１６ページでございます。教育費、小学校費、１目学校管理費でございます。工事請負費のデ

マンドと書いてありますのは、これは需用電力でございまして、監視装置工事３４万２，０００

円でございます。高圧電力の受電契約をしている場合の電気料金は、過去１１カ月分の最大の３

０分間、消費電力の最大値から基本料金を割り出すという制度になっております。一度上がった

基本料金は１年間変わらないということで、それを監視し、大きな電力が流れるときにブザーに

よって知らせるというものを設置するものでございます。このことによって、基本料金を低く抑

えるための設備でございますので、よろしくお願いいたします。会見小学校、西伯小学校、中学

校費で南部町学校、法勝寺中学校に設置する予定でございます。

次に、下段の３目文化財保護費でございます。賃金の文化財発掘調査作業員等賃金２１３万円
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は、現在進めております国道１８０号バイパス工事の試掘調査のための賃金でございますが、当

初予想した以上に遺構や異物が出てきたため追加をお願いするものでございます。

１７ページをお開きください。３目学校給食費でございます。備品購入費の給食食器購入費１

６万６，０００円は、昨年強化磁器の食器を購入させていただきましたが、その折に、一部既に

あった既存の強化磁器食器を使用しておりました。全クラス同じものをお願いするためのもので

ございます。その次に、二重食缶購入費２２万４，０００円は、給食の安全対策のため温度管理

可能な食缶を準備するためのものでございます。

最後に、予備費を２０６万５，０００円計上しました。繰越金の調整の上で計上したものでご

ざいます。以上が歳出の説明でございます。

歳入の説明をさせていただきます。７ページをお開きください。上段、１目の地方特例交付金

でございます。減収補てん特例交付金は△の３２５万９，０００円の減でございます。これは確

定値によります減額でございます。税源移譲によりまして、所得税から住宅ローン控除額を引か

れない場合に住民税から控除されることになりました。町税の減収分の補てん交付金でございま

す。

次は、１目民生費国庫負担金でございます。身体障害者保護費国庫負担金△７２万３，０００

円減と、身体障害児舗装具交付事業負担金△、減の１７万５，０００円は、制度改正による全額

組み替えでございます。その下の支援法介護給付費国庫負担金５５万円と、自立支援医療費国庫

負担金７７万円は、組み替えとさせていただいております。その下、児童福祉費負担金の保育所

運営費国庫負担金△、減の４２万４，０００円は、交付決定額に合わせての減額をお願いしてお

ります。

中ほどの国庫補助金、３目教育費国庫補助金でございますが、国宝重要文化財等保存整備費補

助金１０７万１，０００円、これは先ほど申し上げました国道１８０号バイパス工事の試掘調査

の補助金を受け入れるものでございます。

続きまして、県負担金、１目民生費県負担金でございます。ここの予算は国の負担金で説明し

ましたとおりでございますので割愛いたします。

８ページに移ります。２目民生費県補助金でございます。一番上の障害者グループホーム夜間

世話人等費配置事業費補助金１３万２，０００円は、歳出で申し上げました利用者１名増のため

の追加でございます。その下の、産休等代替職員費補助金４５万円でございます。保育士１名が

補助の対象ということで予算化いたしました。

次、４目農林水産業費県補助金でございます。明日につなぐ果樹園育成事業２万５，０００円
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は、資材費の高騰が現在起こっておりまして、それによる追加を今回お願いするものでございま

す。その下、次世代鳥取梨産地育成事業補助金５０９万８，０００円は、歳出でも説明しました

ようにナシの新品種の導入を進めるための補助金でございます。

５目教育費県補助金でございます。鳥取県文化財保存⋞保護事業費補助金５３万５，０００円

は、国道１８０号バイパスの試掘調査補助金でございます。

中ほどの県委託金、１目総務費委託金でございます。県民税徴収取扱委託金５７３万７，００

０円は、歳出で説明しましたが、徴税還付金額１，４６９万３，８００円のうち県税部分の還付

額でございます。

次は、その下の基金繰入金でございます。一番下の繰越金でございますが、平成１９年度から

は繰り越しを１億６，８１０万４，６４７円と確定いたしました。このたび未予算分の１億４，

１９０万２，０００円を予算化いたしまして、財源不足で基金繰り入れを当初計画しておりまし

た財政調整基金繰り入れを全部取りやめ、８，６００万円の減額、さらに、減債基金繰り入れを

３，０００万取りやめるよう調整させていただきました。

９ページをごらんください。諸収入でございます。雑入、４目雑入の４０万５，０００円は、

後期高齢者医療広域連合からの介護予防運動教室の補助を受け入れるものでございます。

最後のページに、給与費明細が上がっております。これは今回の補正の中にありましたが、農

業委員選挙がありまして農業委員会の投票管理者等と、選挙管理委員の報酬、特別職の報酬を整

理させていただきました。職員数７９名の減によりまして報酬等がいごいておりますので、よろ

しくお願いいたします。以上でございます。

○議長（森岡 幹雄君） 健康福祉課長、森岡君。

○健康福祉課長（森岡 重信君） 健康福祉課長でございます。

議案第８０号

平成２０年度南部町国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）

平成２０年度南部町の国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）は、次に定めるところに

よる。

（歳入歳出予算の補正）

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２９８千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳

入歳出それぞれ１，１９３，３０５千円とする。

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金
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額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。

平成２０年９月５日 南部町長 坂 本 昭 文

以下、事項別明細で説明をいたしますが、７ページの方をお開きください。

まず、歳出でございます。１款の総務費でございます。１１万７，０００円の補正額を上げて

おりますが、これはレセプトのオンライン請求化のためのシステム機器の更改積立金負担金とい

うことで、国保中央会に負担金として支払うものでございます。

３款後期高齢者支援金等でございますが２７５万８，０００円の減額をしております。これは

交付決定によりまして減額補正をするものでございます。

４款の老人保健拠出金でございます。これは拠出金の納付通知というものがございまして、そ

れに基づきまして減額をするものでございます。１，０２８万７，０００円の減額ということで

ございます。

８ページになります。５款の介護納付金でございますが、これも同じ理由に基づきまして２１

８万２，０００円の減額を行うものでございます。

６款の共同事業拠出金でございます。これも拠出金金額の決定に基づきまして減額をするもの

でございます。２９４万２，０００円の減額としております。

７款の保健事業費でございます。特定健康診査等事業費でございますが２３万７，０００円で

ございます。これは４月から特定健診の開始が始まりまして、この被保険者データを国保情報ハ

イウェイを通じましてデータを送信することとなっております。そのデータの抽出及びデータ作

成機能の開発を行うためのものでございます。

同じく、１目保健施設普及費でございますが、これは健康ボランティアフェスティバル、こと

しは１１月２日に開催を予定をしておりますが、これのオープニングに会見小の金管バンドをお

願いをしておりまして、それの送迎の運転をお願いするものでございます。９ページになります。

使用料及び賃借料でございますが、これは先ほど申しましたボランティアフェスティバルに係り

ます音響設備の借り上げを予定するものでございまして、合わせまして４万円の補正をしており

ます。

諸支出金でございますが、これも交付金の確定によりまして１，７９１万５，０００円を増額

をするものでございます。

９款の前期高齢者納付金等でございますが、これも納付金の決定によりまして、合わせました

１５万８，０００円を増額補正をするものでございます。
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続きまして、５ページに返っていただきます。

第１款国民健康保険税でございますが、７，３８９万円を減額するものでございます。これは

平成２０年度の税率決定によるものでございます。

３款の国庫支出金でございます。これも変更申請を行っておりまして、負担金額を見込み、そ

れの差額を減額をするものでございます。療養給付費等負担金で１億３，１６２万９，０００円、

高額医療費共同事業負担金で１４２万８，０００円の減額を行っております。

次の６ページですが、３款の国庫支出金でございます。これも同じ理由でございまして９９５

万７，０００円を減額をしております。

合わせました金額、１億４，３０１万４，０００円を減額をしております。

４款ですが、療養給付費等交付金でございます。これも決定通知に基づきまして３，３３０万

６，０００円の減額を行っております。

５款の前期高齢者交付金でございます。これも決定通知に基づきまして２億２，５４７万１，

０００円を増額をするものでございます。先ほど来、減額のところをずっと言いましたけども、

ここはふえております。その関係で療養給付費等負担金などが調整をされまして減額となったも

のでございます。

６款の県支出金でございますが、これも交付決定に基づきまして事業負担金を見込み、その１

４２万８，０００円を減額補正とするものでございます。

１１款の繰越金でございますが２，６４６万５，０００円を増額をしております。これは平成

１９年度の収支差し引き残高の５，０９０万８，０００円のうち、２，６４６万５，０００円を

増額補正をするものでございます。

御審議のほど、よろしくお願いをいたします。

○議長（森岡 幹雄君） 提案されますそれぞれの議案についての説明が終わりました。

会議の進行上、本日の会議は会議規則第９条２項の規定により、あらかじめ時間を延長いたし

ます。

これから議案の質疑に入りたいと思いますが、質疑に当たりましては進行上、日程の順に従っ

て、ページ等、項目を明示されるようお願いを申し上げておきたいというふうに思います。なお、

質疑につきましては一般質問の２日目にも時間をとる予定にいたしておりますので、要領よく進

めたいというふうに思います。なお、それに続きます関係で、きょうから２回にわたっての質疑

という形で進めていきたいというふうに思います。中身は結局、全項目を進めますけども、その

ことを含んで要領よく質疑をいただくよう、お願いを申し上げておきたいというふうに思います。
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これから質疑に入ります。

議案第６４号、一般会計決算。

６番、細田君。

○議員（６番 細田 元教君） ちょっと二、三点ですけど。一番ようわかる資料は、この監査委

員さんの監査意見書についてのが一番ようわかりましたので、この中でお聞きしますが、５ペー

ジに不納欠損額が町民税、固定資産税、軽自動車税、保育料、ずっとございます。この説明が総

務課長からなされてなかったと記憶しております。その不納欠損額のそれぞれ全部で結構あるみ

たいですけども、なぜそのようになったのか教えていただきたいということと、それと、現年度

の未収金が２億３，８００万、前年度に比べて１，０００万ふえております。年々ふえる傾向に

ありますけども、この内容ですけども、その不納欠損にも準じてですけども、本当に要は故意的

に払えないのか、払わないのか。本当に厳しくて払えないのか。そういう人たちは例えば、税を

滞納されたら恐らく水道とか保育料とかいろいろ連動すると思いますけども、その辺の状況を把

握しておられるのかお聞きしたいと思います。

それともう１点、総務課長が説明されましたこの１９年度の決算資料の中で、１点だけちょっ

と勉強不足で教えていただきたいのは、１１ページの地方交付税の推計がずっと出ておりますね。

黒い大きな枠で書いておられます南部町（一本算定）の、ちょっと、例えば平成１９年度、上の

段で南部町では２８億１，７００万ですか、それが一本算定では２４億６，０００万と４億の差

があると、これが大きなこれからの問題というか、町にとっては大変なことになると言われまし

たけど、これについてちょっと私、頭が悪いようですので、その辺もう一度説明お願いしたい。

以上です。

○議長（森岡 幹雄君） 税務課長、米澤君。

○税務課長（米澤 睦雄君） 税務課長です。不納欠損額の御質問がございましたのでお答えいた

します。

不納欠損額につきましては、平成１８年度決算でも行いましたし、また平成１９年度決算でも

行っております。平成１８年度決算の時点での不納欠損につきましては、大体、平成１３年度以

前に、いわゆる時効にかかった方、それから執行停止から３年経過した方、それから即時消滅の

方の滞納分を不納欠損処理をしております。今年度の不納欠損処理につきましては、平成１４年

度以前分、それに足しまして平成１８年度決算の時点で本来不納欠損すべきもので、残っていた

ものを追加して不納欠損処理をしたものでございます。この不納欠損処理につきましては、税金

の場合は本来は毎年出るものでございます。といいますのが、税金には時効という制度がござい
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ます。この時効といいますのは地方税法の第１８条ではっきり規定されておりまして、５年間た

ちますと時効になります。時効をとめる方法は、いわゆる納期限以後に督促状を発付した時点で

１回とまりまして、それからまた５年を経過するという形になりますし、それから途中で５年の

間に納付をしていただくとそこでまた時効は中断いたしますし、それからいわゆる納付確認です

か、いわゆる自分が税金を滞納しているんだよということを確認していただく、これも書類で確

認していただきますけれども、これをやった場合にも時効が中断するということがございますが、

税金の納税義務者の中には、いわゆる住所地のわからない方、いろんな方がいらっしゃいます。

税務課の方ですべてを網羅するということは不可能でございまして、大体、不納欠損処理という

のは出てくるというものでございますので、御承知おきしていただきたいと思います。不納欠損

については以上でございますが。

それから今、滞納額の収入未済額がふえておるということでございますが、税務課サイドの収

入未済額をちょっと報告しておきたいと思います。税務課サイドの収入未済額についてでござい

ますが、町民税につきましては平成１８年度時点に比べまして１３３万９，５７５円、収入未済

額がふえております。それから、固定資産税につきましては１８万７，０２２円、軽自動車税に

つきましては７万２，１８０円ふえております。国民健康保険税につきましては不納欠損処理が

大きかったものでございますから、逆に、収入未済額は２８５万９，９１７円の減となっており

ます。大体、平成１９年度の徴収率の方を考えてみますと、非常に昨年度に比べて落ちておりま

す。この原因は、平成１８年度には固定資産税の誤賦課問題で還付金がございまして、その還付

金を滞納の方に相当額充当しておりますので、平成１８年度の徴収率は上がっておりますが、平

成１９年度の徴収率は平成１７年度の徴収率と大体似たような形になっております。その中で、

やはり徴収に回りますと非常に、いわゆる所得格差がやっぱり広がっている状態があるんじゃな

いかと、払えない人は本当に払えないような状態になってきているんじゃないかというふうには

感じております。以上です。

○議長（森岡 幹雄君） 町民生活課長、畠君。

○町民生活課長（畠 稔明君） 町民生活課長でございます。私の方からは保育料の不納欠損につ

いて御説明させていただきます。

保育料の不納欠損、このたびが恐らく初めてではないかというふうに思っております。この５

９万７，６６０円につきましては、２件分になります。児童福祉法の５６条の中に地方税の滞納

処分の例により処分することができると、費用を指定の期限内に納付しない者があるときはとい

うことで、地方税の滞納処分の例により処分することができるということがございまして、それ
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に準じて処分をさせていただきました。これは行方不明になられまして、やむなくということで

ございます。

それから、現年分の収入未済額がふえてきたのではないかという御指摘もございましたが、１

９年度が……（サイレン吹鳴）収入未済額が１９年度４８万２，９００円、１８年度が１００万

を超えている金額でございました。それから、平成１６年１０月の合併時に保育料の滞納分が５

２４万ほどございましたが、不納欠損額、収入未済額、合わせましても３１０万程度ということ

で、かなり滞納額が減ってきたというふうに思っております。

それから、保育料の設定の仕方がそれぞれ所得に応じた設定になっておりまして、私が感じま

すのは、お金がある程度あってもちょっと支払いが遅れられる方が目につくように思います。以

上でございます。

○議長（森岡 幹雄君） 総務課長、陶山君。

○総務課長（陶山 清孝君） 総務課長です。地方交付税の一本算定について御質問いただきまし

たので御説明したいと思います。

もう一度、Ａ３縦長の決算資料１１ページでございます。これまでも御説明していますとおり、

交付税でございますけれども、これはその町の基準財政収入額、需用額というものがどうしても

基本になります。そして、その基本の中のまた算定のもとになりますのは人口であったり、町の

面積が算定の基礎になります。会見町と西伯町が合併しました。人口が１０万人を基本とします

ので、人口が少ない町にどうしても偏在的に、同じような率で掛けますと固有の財源である交付

税というものは小さな町には来ません。したがいまして、これまでも小さな町に重点的に交付税

は配分されてきました。しかし、全国の中で交付税も細分されますし、将来の財政規模という議

論の中で市町村が合併し、３，０００の自治体が約１，８００になってきております。これまで

合併の特例として１０年間、もとの町の規模を足し算をして交付税を算定する。旧町の状態の交

付税を足し算をするというのを合併算定方式と呼んでいます。これが１０年間続きまして、その

後５年間段階的に減ってまいります。そして、１５年後に本来の南部町の人口や面積に合った交

付税の配分ということが合併当初から、これは決まっていたことでございますが、そのような段

階に国の法律の方でなっております。

行政の作業としまして、そのようなルールがありますので常に南部町の一本算定、南部町が１

５年後にはこういう交付税になるんだというものは、常にこれまでもお示ししてきました。それ

が一番下にあります下段の一本算定というものでございます。今、合併１０年と言いますので平

成２６年になると思いますが、ここまでは現在の地方財政の状況、非常に不安定ですけれども、
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仮にこのまま続いたとして、大体、普通交付税規模で２７億か２８億ぐらいでいきますけれども、

その後、現在の一本算定とそれから合併算定の相差が御説明しましたように、また見ていただけ

ればわかりますように約４億、３億５，０００万ぐらいあると思います。これを５年間で割りま

すと、７，０００万から８，０００万ぐらいの差がこれからもあるんではないかというぐあいに

思っております。したがいまして、平成２７年から３１年あたりにかけまして、単年度で７，０

００万から８，０００万ぐらいの歳入が減っていくということを、そのときになってすぐにでき

るものではございませんので、現在から準備し、取りかからなくてはいけないというぐあいに思

っております。その１つの手段としましては、きょうも申し上げましたが、推計値にありますよ

うに借金をずっとこれまでの事業の中で払ってきております。これをきちんと建設事業費のコン

トロールさえしていけば、現在の推計でも２６年度には１０億を切るということが予測されてお

ります。ピークの２２年度が１２億でございますので、そこの中で２億の相差、これが歳入の減

にもつながりますし、これから先も行政改革等続けることによって２億程度のものは生まれてく

るというぐあいに考えておりますので、どうぞよろしくお願いいたしたいと思います。

○議長（森岡 幹雄君） ６番、細田君。

○議員（６番 細田 元教君） 半分、八分目わかったです。さきの滞納、不納欠損の分ですが、

確かに税法上かいろんな法律で時効制度があるのはわかりますけど、要は悪質者がおるかどうか

なんですよ。５年間ほったらかししとったらそれは時効があるかもしれませんけれども、税務課

としても納付書をちゃんと送付しておられると思います。これがしておらんかったら一発でなる

と思いますけども、その辺をきちっとしておられるかどうかを確認したいと思います。

○議長（森岡 幹雄君） 税務課長、米澤君。

○税務課長（米澤 睦雄君） 税務課長です。

納付書はもちろんきちんと送っておりますし、それから督促状も送っております。それから、

大体、催告状というのも送っておりますが、確かに接触できる未納者の方はこれは話し合いがで

きますので何とかなりますが、実際に町内の方の中にもなかなか出会えない方もございますし、

といいますのが、晩に行きても電気がついていないと、昼間行きてもいないと、電話をかけても

出てこない、そういう方もいらっしゃいます。それから、いわゆる固定資産税なんかで県外者の

方もいらっしゃいます。いろんな方がいらっしゃいまして、税務課職員は努力はしております。

努力をしてもなおかつ追いつかないというのが現状でございます。以上です。

○議長（森岡 幹雄君） １番、植田君。

○議員（１番 植田 均君） 一般会計の決算に関係します２点、御質問をいたします。
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この１９年度決算資料というのの１２ページで、経常収支比率という指標が出されております

が、１９年度が８８．４％ですか、経常収支比率が一般財源に対しまして人件費や扶助費、公債

費などの経常的に支出される経費にどの程度充てられているかを示す指標だということで、比率

が高いと財政の硬直化ということに一般的に見られているということですが、今の南部町の現状

の中で、これを改善する方向というのが知恵がいるんだろうなと思っているんですけれども、こ

れをどのように比率を下げていくと、この方策についてどのように考えておられるかということ

が第１点です。

それから、１４ページの実質公債費比率です。これも先ほどの経常収支比率とあわせて、行政

がどのような方針で取り組むかということでの知恵が試されているのではないかと私は思ってい

ますけれども、公営企業会計の公債費への一般会計繰出金や一部事務組合の公債費への負担金、

債務負担行為に基づく支出のうち、公債費に準ずるものを算入するこの比率の３年間の平均がこ

の指標だということですが、これをどのように比率を低めていこうとしているのか、その方針に

ついてお尋ねいたします。

○議長（森岡 幹雄君） 総務課長、陶山君。

○総務課長（陶山 清孝君） 総務課長でございます。

まず、１２ページの経常収支比率でございます。監査報告の中でもありましたが、１７年度の

９２％に比べれば、現在１９年度８８．４％は確かに改善はしていきますが、厳しい状況にある

ということは認識しております。

下のグラフをごらんいただけますでしょうか、これが端的に示していると思いますが、これは

このパーセントの中に、１９年度であれば８８．４％の中に人件費、扶助費、公債費、補助費、

それから物件費、繰出金、その他がどういう構成を持っているのかというものでございます。余

り変わらないようで大きく変わってきております。その傾向の中で人件費は大きく下がってきて

おります。それに対しまして扶助費、社会保障費等は、やはり少子高齢化のためにふえてきてお

ります。この傾向はまだこれからも大きくなるというぐあいに考えております。それから、その

上の公債費ですが、高どまりだと、大きな幅を示しております。ただし、これは推計でも申し上

げましたように、平成２２年をピークにしながら下がってまいります。大きな投資を一時に重ね

ずにきちんとした財政上のコントロールをすれば、この部分は将来的に下がってくるだろうとい

うぐあいに考えております。その上の補助費でございますね、この補助費は、この後申し上げま

す公債費比率等にも関係してきますけれども、一部事務組合等への繰り出し等があります。この

繰り出しを事務組合等にも行政改革というメスをしっかりと入れていただくように指導等をしな
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がら、改善ということにこれからも取り組んでいくということが必要であろうというぐあいに思

います。物件費につきましては非常に努力をしてはおるんですけれども、構成的には横どまりと

いうようなところに来てるんじゃないかというぐあいに思っています。それで、最後の繰出金で

ございます。繰出金がごらんのとおり大きく膨らみつつ傾向がございます。いわゆる特別会計、

下水道やそれから集落排水、これらの繰出金が大きく圧迫することは予想されます。ですから、

この会計に対します努力というんですか、ぜひ、集落排水等には加入していただいて加入率を上

げるというようなことはまず第一歩だと思います。このようなことを繰り返しながら経常収支比

率を下げ、行政サービスを圧迫しないような取り組みに努力したいというぐあいに思っておりま

す。

次に、実質公債費比率でございます。実質公債費比率は、赤字をどう見るのかということを端

的に示す数字でございます。このたび御報告いたしました財政健全化法の中の指標でもございま

して、これは将来負担比率とあわせて見るというぐあいに私どもは考えております。いわゆるこ

の町の中に借金がどの程度あるのかという指標ではないかというぐあいに考えております。借金

自体はその町の赤字と異なりまして、自治体が持つ借金というのは必要だろうというぐあいに思

います。しかし、その問題はその程度でございまして、その借金の程度をどう考えるのかという

ことが重要だろうと思います。その尺度として他の町と比較するということも大事でないかとい

うぐあいに思います。１７．２％という実質公債比率は他市町村と比べまして、南部町は少しで

ございますけれども低い数字になっております。これにつきましては、皆さんにお配りしており

ます資料、それから県のホームページ等、また、よく新聞等にもこれは出てまいりますのでごら

んいただければ比較できると思いますが、安心する数字では決してありませんけれども、他市町

村と比べてもかなり数字的にはいいだろうと。ただ、今後この数字が将来的に上向くかどうなの

かということが大事だと思います。将来の２２年をピークにしておりますけれども、投資いかん

によってはこのピークがずっと続くということもあるわけでございまして、そのあたりのところ

をぜひ議会にも御理解いただきまして、安定的、住民サービスが陥らないようにコントロールし

ていただきますように御協力いただきますれば、十分に対応は可能な数字であろうというぐあい

に思っております。以上でございます。

○議長（森岡 幹雄君） １番、植田君。

○議員（１番 植田 均君） 経常収支比率の方針を１つお聞きしたわけですけれども、その中で

人件費を減らしている傾向があるということと、それから繰出金特別会計の負担を、一般会計か

らの繰り出しを少なくしていくというのが大きな方向づけとして出されてきたわけですけれども、
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今の現状から見まして人件費をどういう形で削減していくのかという、その辺の具体的な考え方

持っておられたらその点が１点と、それから、特別会計の今の住民負担の水準から見て、それを

一般会計からの繰り出しを削減するようなことが可能なのかという、どのような考え方持ってお

られるのか、その点、説明よろしくお願いいたします。

○議長（森岡 幹雄君） 総務課長、陶山君。

○総務課長（陶山 清孝君） 総務課長でございます。

人件費につきましては、これまでの推計等を示した中でも何度か話してきております。非常に

厳しい将来の職員の推計をしながら、財政を圧迫しないようにという懸命に努力しているところ

でございます。現在１５３名が平成２０年４月１日時点の職員でございます。合併したときに１

８０名でしたので、２７名の職員減で臨んでおります。今後も１万２，０００人の町の職員の規

模というものは問題になるんですけれども、数字だけを見ますと南部町の職員数はまだ多いとい

う数字が出ております。先ほども言いましたように、他市町村人口、それから面積等を比較しな

がら、南部町の職員規模をもう少し下げていくということも検討していかなくちゃいけない重要

な課題だろうというぐあいに思っております。そういうことを課せながらやっていくことが大事

だと思っております。

それから、繰出金でございますけれども、言うはやすしでございますが非常に行うことは難し

いだろうというぐあいに私も思います。しかし、まずやってみなければ繰出金がどんどんどんど

んふえるということは、これはだれも喜ばないわけでして、その中の会計は繰出金をしなければ

赤字なわけです。この会計の中の赤字はすぐに、まず１点考えられますのは公共サービスを下げ

るということ、公共サービスを下げないのであれば公共料金を引き上げると、こういう選択が必

要になってくると思います。そのショックアブソーバーとして一般会計から繰り出しをしている

わけです。この辺を十分に住民の皆さんにも御理解いただきまして、公共料金の適正化という問

題も出てくるかもしれません。このあたり、どうぞ御理解もいただきたいと思います。ただし、

懸命の行政改革やそういうことを徹底することがまず大事だろうというぐあいに思っております。

以上でございます。

○議長（森岡 幹雄君） ほかにはございませんか。

４番、赤井君。

○議員（４番 赤井 廣昇君） えらい時間が逼迫してて恐縮ですけど、２点ほど質問いたします。

１つは、監査さんの方から報告いただいております特別会計の関係で、いいですかね、特別会

計の関係、監査の関係ですけど。特別会計の関係ですけど監査さんの意見書に基づいての……。
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○議長（森岡 幹雄君） 今は一般会計。

○議員（４番 赤井 廣昇君） じゃ、いいです。

○議長（森岡 幹雄君） 一般会計については、ほかにはございませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（森岡 幹雄君） ないようでありますので進行をいたしますが、進行いたしたいと思いま

すけど、ちょっと休憩いたします。

午後５時２０分休憩

午後５時２５分再開

○議長（森岡 幹雄君） 会議は再開をいたします。

質疑についてはさまざまあろうかと思いますけれども、所管の委員会の事項については、ぜひ

所管の委員会でしっかりと議論をちょうだいしたいというふうに思いますが、時間も相当経過を

いたしておりますので、質疑を保留のまま９日の会議に送りたいと思いますけれども、よろしゅ

うございますか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（森岡 幹雄君） 異議がないようでございますので、そういうふうに計らいます。

本日上程議案についての説明事項は終わりました。質疑保留のまま会議規則第４９条の規定に

より、９日の会議に議事を継続いたしたいと思いますが、御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（森岡 幹雄君） 御異議なしと認めます。よって、本日上程の議案は、９日の会議に議事

を継続いたします。

⋞ ⋞

○議長（森岡 幹雄君） 以上をもちまして本日の日程の全部を終了いたしました。

これをもって本日の会議を閉じたいと思いますが、御異議ございませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○議長（森岡 幹雄君） 御異議なしと認めます。よって、本日の会議は、これをもって散会とい

たします。

また、来週８日は定刻より本会議をもちまして一般質問を行う予定でありますので、御参集を

賜るようお願いをいたします。お疲れでございました。

午後５時２５分散会
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